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甲府市は中世の武田氏館を中心 とした城下町と、近世の甲府城を中心 とした城下町とが

連結 したことをもとに発展 した都市です。そのため中世か ら近世にかけての文化財 も多 く

残されております。また市街地には中近世の埋蔵文化財包蔵地 (遺跡)も 多 く発見されて

おります。一方郊外には、古墳時代から平安時代にかけての集落跡 も多数展開していたこ

とがこれまでの調査により確認されております。

埋蔵文化財 も一般の文化財 と同様に保護・保存されてい くことが最良の方策であります

が、発掘 というメスが入れられなければその性格・内容等が不明であるため活用 しづ らい

ものです。反面、発掘 自身が埋蔵文化財を解体 。破壊 しつつ行われる作業であり、や り直

しや再検証することが不可能 となるような諸刃の剣の性格 を有するため、試掘・確認調査

は最小限の範囲で慎重に行う必要があります。

各種開発行為が計画される中には埋蔵文化財包蔵地 も含 まれています。その開発行為が

埋蔵文化財に対 してどのような影響を与えるかを判断するため、試掘 。確認調査を実施 し

てお ります。

今回の報告書は、平成 6年度中に実施 した調査を本書に掲載いたしました。一つひとつ

は必要最小限にとどめたため、必ずしも大 きな成果が上げられたものではありません。 し

かし、その調査成果を蓄積することにより、甲府市の歴史・文化を解明することにつなが

るものと考えております。

試掘調査を実施するにあたりまして、事業者・土地所有者の方々には文化財保護法の主

旨をご理解いただき、並々ならぬご協力を賜 りまして深 く感謝いたします。本書が歴史研

究の発展の一助とな り、また市民の皆様が郷土史を探求する支えとしてご活用いただけま

したら、誠に幸いです。

平成 17年 3月

甲府市教育委員会

教育長 角 田 智 重
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1.本 書 は、平成 6年度 に実施 した甲府市内における各種開発行為 に伴 う試掘調査の報告
書である。

2.本 書 に収録 した調査 は、文化庁 。県教育委員会の指導の もと、甲府市教 育委員会が主
体 となって実施 した。調査経 費は国・県の補助金の交付 を受 けた。

3.調 査 は、信藤祐仁・伊藤正幸・平塚洋一・ 兄玉好美 (元教 育委員会文化財主事)が担
当 した。

4。 本書の執筆 は信藤祐仁・伊藤正幸 。平塚洋一・鈴木 由香が、編集 は中込 功 (文化芸
術課長)を編集責任者 とし、平塚洋一・鈴木 由香が行 った。

5。 本書の挿図は、栗田かず子・鈴木 由香 が作成 した。

6.本 書 に係 わる出土遺物及び記録図面 。写真等 は甲府市教育委員会で保管 している。

7.発 掘調査 にあた り、土地所有者の御協力 を賜 った。

8.調 査参加者
秋 山 幹 夫 浅 ヴII道 恵 浅 ,「 1本 雪 雨 宮 英 郎 池谷富士子 一 瀬 祥 子
伊 藤  博 大 竹 祐 輝 岡  悦 子 小沢菊太郎 梶 原  薫 金井 い く代
岸 本 美 首 倉 田 勝 子 栗 田 宏 一 月ヽ 宮 通 子 三枝袈裟男 坂本 しのぶ
佐藤員佐美 佐 田 金 子 寿 盛 正 雄  高 谷 澄 矢 武井美知子 戸沢千代子
中 村  操 根 岸 利 昭 花 曲 敬 子 平 沢 則 子 深 沢 久 子 保 坂 邦 雄
室 賀 義 幸 望 月 利 子  山 崎 悦 子  山崎 さかゑ 山 村 正 之 吉 原 恒 夫
吉 原 裕 子 渡辺百合子                   (敬 称略 )



例

1.遺 構 。遺物番号 は、各調査地 区単位 で通 し番号 とした。

2.遺 構名 は、各遺構 の性格や形状 に応 じて調査 当時、各担 当者が名称 を付 した。今後、
新たな調査等 により全体 の把握 がな され た場合、変更が生 じる可能性 がある。

3.全 体 図・遺構・遺物実測図の縮尺 は、図中に表示 したスケールの とお りである。

4.調 査 区位置図には、甲府市都市計画図 (1/2500)を 使用 した。

5.遺 物観察表 中の色調 は「標準土色帖」 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修 1997
後期 )に基づ いて記載 した。

6。 図中のスク リー ン トーン指示 は、個 々の図面上 に表示 している。
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●番号は調査一覧表 と対応

図 1
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図 2 周辺の遺跡分布図 (★は本報告書掲載の調査地点)
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図 4 周辺の遺跡分布図 (★は本報告書掲載の調査地点)
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図 7 周辺の遺跡分布図 (★は本報告書掲載の調査地点)
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図 8 周辺の遺跡分布図 (☆は本報告書掲載の調査地点)
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図 9 周辺の遺跡分布図 (★は本報告書掲載の調査地点)



1桜井畑遺跡

調査位 置  甲府市チII巨]田丁495-2

調査 原 因 個 人住 宅建 設
対 象面積  約 250m2
調査面積  26.O m2

調査期 間  平成 6年 5月 23日 ～ 6月 15日
調査担 当 信 藤祐仁

遺 跡の概要

桜 井畑遺 跡 は、 旧笛 吹川 に よって形成 され た沖積 地 の微 高地上 に立地 してい る。調査地

点西 に隣接 す る甲府勤 労者 総合福祉 セ ンター建 設 に先立 って、 山梨県埋蔵 文化財 セ ンター

が行 った発掘調査 で は、古 墳 時代 前期 の一辺 30m以上 の大 型 方形 周溝墓や古墳時代 。奈 良
時代 。平安時代 の竪穴住 居跡 の ほか、村 落 内寺院 と想定 され る掘 立柱建物跡 が検 出 されて

い る。 また、北東側 約 150mに は、甲斐 国守護 武 田信 昌・信 縄・信虎 が使 用 した川 田館跡 が
存在 し、西暦 1500年前後 には付近一帯 に も館 に関連 す る町場 が展 開 して いた こ とが想定 さ

れ てい る。

調査の概要

工事 予定地 に東西方 向 13× 2mの 試掘 トレンチ を設定 し、地表 か ら人力 に よって掘 り下
げ埋蔵 文化財 を確 認 した。表 土剣 ぎが終 了 した時点 で、黄褐 色 の地 山 とな る土層 に掘 り込

みが観 察 された。攪乱 及 び遺構 を掘 り下 げ、 同時 に東端 を深 掘 りして基 本土層 の堆積状 況

を調査 した。

東端 を除いて中央部か ら西側 に遺構が存在 し、溝 1本、土坑 5基が確認 された。検 出 さ
れた溝、土坑 ともに調査 区外 まで広がっているので、全容 は不 明である。

1号溝跡 は トレンチ長軸 に直交す るもので、幅 190cm、 深 さ105cm、 断面 はU宇状 を呈す
る。遺物のほ とん どは上部 に集中 し、底面付近 には 1イ回体 のみであった。

1号土坑 は円形で、径 190cm以上、深 さ75cm。 2号土坑 と 4号土坑 を切 っている。 2号土
坑 イま略楕円形で、 径 200cm以上、 深 さ55cln、 南可ヒが長車由とラとる。 3号 Lttは円形で、 径 70cm
以上、深 さ20m。 4号土坑 は楕円形で、長径約 200cm、 深 さ60m。 5号土坑 は円形で、長径
約 200cm以上、深 さ50cm。 5基の土坑 は 3号 を除いて西側 に重複 してお り、土坑 として把握
で きた以外の空白地 も、土坑 など何 らかの遺構の一部である可能性が高い。

出 土 遺 物

弥生時代か ら中世 までの遺物が確認 されたが、古墳時代前期 の上器が中心である。1～ 9

は 1号溝か らの出上で、 1～ 4は高邪脚部、 5は手捏ね土器、 6～ 8は壷か甕の 日縁部で
ある。 9は、胴部下半 に焼成前の穿孔がある特殊な器形である。 9の みが溝底都付近であ
るほかは、ほ とん ど溝が埋 ま りきった覆土か らの出上である。その他、古墳時代後期、平

安時代及び中世の上器、須 恵器、灰釉陶器等が出土 している。

ま  と  め
本地点では古墳時代前期 の溝 と土坑が検 出され、 1号溝跡 は方形周溝墓の一部である可
能性があ り、同時期の遺跡の空間構成 を考 えるうえで示唆的である。また、中世の遺物 は、

15世紀 中葉か ら16世紀初頭 にあった川 田館 の城下集落 に関係 す る遺物 であると推定 され

構遺

る 。

-11-

(信藤祐仁 )
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表 1 桜井畑遺跡出土遺物観察表 ()復元値、単位 (cm)

番 号
種  別

器  種
法     量  (cul)

部位 調 整  な ど 土 焼 成 色    調 備   考
産  地 日 径・ 器 高・ 底 径

l 土   器 高邪 ― ・ ― ・(130) 脚部
内面ナデ
外面ヘラミガキ、ハケ

長石 。赤色、黒色粒子 良 5YRオ登6/6 輪積痕、 1号鷺跡

2 土   器 高不 脚部
内面ハケ

外面ヘラミガキ
長石・赤色粒子 良 5YR橙 6/6 1号溝跡

3 土   器 高邪 脚 部 摩耗にて不鮮明 長石・石英・赤色粒子 良 7 5YR橙 6/6 1号溝跡

4 土  器 高不 脚部 不明 長石・石英 良 7 5YR空監7/6 1号溝跡

5 土   器 手捏
ね
土器

ほぼ完形
内面指頭痕
外面ナデ

長石 良 7 5YRオ登 7/6 1号溝跡

6 土   器 小型重か (83)・  ― ・ ― 日縁部～

体吉[
内面ハケ、ナデ
外面ナデ

赤色粒子 良 5YR 橙 1号溝跡

7 土   器 甕か壷 (180)・  ― ・ ― 日縁部～

胴部
内面ハケ、ナデ
外面ヘラケズ リ

長石・石芙・金雲母 良 7 5YRにおい橙 6/4 l号澪跡

8 土  器 重 17 0
日縁部～
胴部 ナデ 長石・石英・赤色、黒色粒子 良 5YR 橙 1号溝跡

9 土   器 不 明 (140)・  ― ・ ― 日縁部
～

体部
内面指頭痕、ハケ
外面ナデ

長石・石英・赤色粒子 良 7 5YR橙 6/8 穿
跡
前
溝
成
号
焼
１

土   器 甕 (160)・  ― 。 一 日縁部
～

胴部
内面ナデ
外面ヘラケズリ

長石・石英・金雲母 良 10YR灰黄褐 5/2 1号土坑

11 土   器 甕 ― ・ ― ・ (35) 体部
～
底部

内面ハケ

外面ナデ
赤色粒子 良 5YR君登 6/6

底部に線刻
2号土坑

土   器 不 (128)・  ― ・ ― 日縁部～

体都
摩耗にて不鮮明 長石・石英 。赤色粒子 良 7 5YR橙 6/6 2号土坑

土   器 壷 か ― ・ ― 。(75) 底 部 不明 長石・赤色粒子 艮 7 5YRに鎌い橙 6/4 2号土坑

土   器 郷
体部～

底部
内面摩耗にて不鮮明
外面ヘラケズリ

長石 。赤色粒子 良 7 5YRにぶい橙 6/4 5号土坑

土   器 甕 (240)・  ― ・ ― 日縁部～

頸部
ナデ 長る・石央・ 赤色粒子 良 5YRだ登 6/8 5号土坑

土   器 鉢 (180)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
ナ デ 石英・ 赤色粒子 良 10YR淡責橙 8/4

土   器 鉢 (180)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
ナデ 赤色粒子 良 7 5YR浅責橙 8/3

土  器 重 底部 不 明 長石・石英・金雲母 。赤色粒子 良 7 5YR橙 7/6

土   器 壷 (180)・  ― ・ ― 日縁部～

頸部
内面ナデ
外面ハケ、ナデ

長石・石英・ 赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土  器 甕 304・  ― ・ ― 日縁部～

体部
摩耗 にて不鮮明 長石・ 赤色粒子 良 5YRだ登6/6

灰和陶器 壷 胴部
内面ナデ
外面ヘラケズ リ

長石・石英 良 10YR灰 自 8/1

須 恵 器 邦 ― ・ ― ・ 98 体部．醐
ロクロナデ 長石 良 N灰 5/

上   器 福鉢 体部 不 明 長石・ 赤色粒子 良 10YRに ない責橙 7/4

写真 1 調 査 区 全 景

-14-

写真 2 1号溝跡遺物出上状況



2緑が丘二丁目遺跡 (第 1次 )

甲府 TF緑が丘ニユ丁 目2431-1

宅地造成

糸9700m2

6.O m2

平 成 6年 6月 23日

信 藤祐 仁

遺跡の概要

緑が丘二丁 目遺跡 は、相川扇状地の西側 を南流す る相川の右岸、湯村 山及び法泉寺山か

ら東に突 き出た丘陵の南に位置す る。 この丘陵によって相川 は南に流路 を変更 してお り、

遺跡付近一帯が水害の影響 を受 けない比較的安定 した土地 となっている。

遺跡 は、現在緑が丘スポーツ公園 とその北側の住宅地 にあた り、約 20年前 には現在 の住

宅地のほ とん どは水 田であった。古 くは山梨県営グラウン ド遺跡 ともよばれ、昭和 27年 に

グラウン ド造成工事が行われた際に遺物が発見 されている。テニスコー ト付近では、住居

跡 と推定 され る遺構 に伴 って土器が出上 した と報告 されている。また、市立北中学校 には、

本遺跡出土の縄文土器、弥生土器、古墳時代土師器、石棒、石皿 な どが保管 されている。

調査位 置

調査 原 因

対象面積

調査面積

調査期 間

調査 担 当

調査の概要

調査地 点 は、標 高約 295m、 元 は水 田で あ り、

査 イよ、 東西方向 に糸田長 い土 ltLにズ寸して、 1× 2
人力 に よって埋蔵 文化財 の有無 を確 認 した。

遺跡 の ほぼ北西端 に位 置 してい る。試掘調

mの試掘坑 を西・ 中 。東 と 3箇所 設定 し、

ま  と  め
遺物は土器小片 1点のみで、遺構 は検 出されなかった。土層は、第 1層  暗褐色土層 水
田耕作土、第 2層  暗灰褐色砂質土層、第 3層  暗灰褐色粘質土層、第 4層  黒褐色粘土
層、第 5層  黒褐色礫混土層である。すべての試掘坑の土層中に、低湿地 を示す鉄分の付
着 した高師小僧が見 られ、遺物 もほ とん どないことか ら、当地域 は遺跡の外縁部 に当たる

ものと想定される。 (信藤祐仁 )

写真 1 調査区近景 写真 2 土層堆積状況
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構遺

3緑が丘二丁目遺跡 (第 2次 )

調査位 置  甲府 市緑 が丘二丁 目7912
調査 原 因 集合住 宅建 設
メ寸拶熊輌覇巧責  495.87m2

調査面積  25.2m2
調査期 間  平成 6年 6月 24日 ～ 6月 30日
調査担 当 信 藤祐仁

調査の概要

調査地点は、遺跡の東北部、標高約 297m、 南に緩やかに傾斜す る相川の右岸の台地上 に

位置 している。

調査対象地の中央部 に、東西方向 12.7× 2mの 試掘 トレンチを設定 し、人力によって埋
蔵文化財の有無 を確認 した。調査区全体 を約 30～ 40cm下げた ところで、完形のかわ らけや

石の集中が一部で確認 されたため面的な精査 を行 った。石の集中部分 は特別 な規則性 も観

察 されず、遺構の落ち込み も特 に確認 されなかった。 トレンチの北側半分 を全体的に更 に
約 30cm掘 り下げ、遺構 と遺物の有無 と土層の状況 を確認 した。

明確 な遺構 は確認 されなかった。 トレンチ西側 には南北方向に拳大の石が集中す る石列
状の ものがあったが、暗渠や配石遺構ではなかった。

調査区全体 にわたって、地表下 40cmの 付近 に大 き目の石や平安時代の遺物が比較的集中

してお り、石列状の部分 も合めて同時代の生活面 を形成 していた と思われ る。

出 土 遺 物

縄文時代 ～中世 にいたる土器及び須恵器等が約 300点 出土 した。遺物の大半は、縄文土器

で前期か ら後期の ものであるが、中期 中葉か ら後葉がその中心である。ほ とん どの土器が

5 cm未満の小 さい破片であ り、割れ 日は磨耗 しているものが多 く文様があるものは少ない。

土器以外 には、黒曜石、鉄石英、粘板岩など石器の原料 となる石材がある。

1～ 3は縄文土器で、 1は沈線 による渦巻 き文で後期初頭、 2は横位 に沈線が 3本施 さ
れた中期前葉、 3は半裁竹管 による連続刺突文が横位 に並ぶ前期後葉の ものである。 4は
甲斐型土器の皿で、底部外面 は手持 ちのヘ ラ削 り、内面 はロクロによるナデがみ られる。

5は甕の 日縁部で内外面 ともにナデによる調整がある。 6、 7は かわ らけであ り、 ともに
底部 に明瞭に回転糸切 り痕 を残す。 7に は日縁部 に煤の付着 と黒変 した部分があ り、灯明

皿である。 8は頁岩製の石鏃 である。

ま  と  め
調査区全体 にわたって、地表下 40cmの 付近 に大 きめの石や平安時代の遺物が比較的集中 し

てお り、石列状の部分 も合 めて同時代の生活面 を形成 していた と思われ る。

(信藤祐仁 )

-16-
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1 緑が丘二丁目遺跡 (第 2次)出土遺物観察表

堪→畿咄

基
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Λ∴
凩
―――
仰
Ｖ

0          2m

-

表
単位 (cm)

番 号
れ盪   月J

器   種
法    量 (cn)

部位 調 整 な ど 上 焼成 色   調 備  考
地 日 径・ 器 高・底 径

1 上   器 深 鉢 胴部 長石・石英 。金 _T母 良 5YR赤褐 4/6

2 上   器 深 鉢 胴部 長石・石英 良 7 5YRにない橙 7/4

3 上   器 深 鉢 胴部 長石・石英・ 金雲母・赤色粒子 良 5YRにない赤褐 5/4

4 土   器 皿 ― ・ ― ・ 33 体部～

底部
内面ナデ
外面ヘラケズリ

長石・石英・金 _TH・ 赤色粒子 良 5YRにぶい赤褐 5/4

5 上   器 甕 (185)・  ― ・ ― 日縁部 ナ デ 長石・赤色粒子 良 7 5YR 4登 7/6

6 土   器 かわらけ (135)。  31 ・ (77) 日縁部～
底部
ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石央・金雲母・赤色粒子 良 7 5YRオ登 7/6

7 土   器 かわらけ 完形
ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石央・金雲母・赤色粒子 艮 7 5YRにない橙 7/4

8 石 製 品 石鏃
さ

２８

厚
仏

幅
柄

さ

４５

見
■ 重量04g頁 岩

写真 1 調査区全景
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4朝気遺跡 (第 9次 )

調査位 置  甲府市朝気 三丁 目18
調査 原 因 個 人住 宅建 設
メ寸多壁輌雪れ甍  糸9200■12

調査面積  12.Om2
調査期 間  平成 6年 7月 5日 ～ 7月 8日
調査担 当 信 藤祐仁

調査の概要

朝気遺跡 は北部 に居住域、南部 に小 区画水 田等 の生産域 が確 認 されてい る。調査地 点 は、

朝気遺跡 の西南部 に位置 し、生産域 に合 まれ る と想定 され る。

工事予定地 に、東西方向 6× 2mの 試掘 トレンチ を設定 し、人力 に よって埋蔵 文化財 の
有無 を確 認 した。 トレンチ西端 には 2× 2mの 深掘 り部分 を設 け、地表 下 1.8mま で掘 り下
げ土層 の堆積状況 を確 認 した。

出 土 遺 物

平安時代 と思 われ る磨耗 した土師器 片が 6点 出土 したが、小 片の ため図示す るこ とがで

きなか った。

ま  と  め
西端 を除 いて調査 区の ほぼ全面 に、 甲府 空襲時 の瓦礫 を整 理 した と思 われ る焼 土 を含 ん

だ撹乱層が 20～ 40cm存在 す る。深 い ところで 4層 中 まで達 してお り、底面 は平坦 で 2段に

な ってい るこ とか ら、一度掘 りくぼめて整地 した こ とが わか る。

西端 の基 本土層堆積状 況 は、次の とお りで あ る。第 1層  暗褐 色土層  10～ 15cm 旧建
物 の撹乱 層。第 2層  褐 色土層  10～ 20cm、 近代本 田の耕作 土。第 3層  白褐 色砂 層  5
～10cm 上面 は酸化鉄 に よ り責褐 色 に変色。第 4層  暗褐 色砂 質土層  15～ 20cm。 第 5層
暗褐 色土層 約 10cm。 第 6層  褐色砂質 土層  約 20cm。 第 7層  暗褐色砂 質土層約 15cm。
第 8層  暗灰褐 色土層  約 20cm。 第 9層  暗褐色砂質土層 約 20cm。 第 10層  暗褐 色砂 質
土層 15～ 20cm。 第 11層  暗灰色砂 層  30cm以上 。第 4層以下 の上層 中には、高師小僧 が多
量 に合 まれてお り、低 湿地帯 で あった こ とが想定 され る。

第 5層 と 8層 は土壊 化 が進 んでお り、水 田土壊 だ った可能性 が あ る。 (信藤祐仁 )

耳詳字|
V     ユ
コ∝  |

写真 1 調 査 区 仝 景
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写真 2 土層堆積状況



5塚腰遺跡

調査位 置  甲府 市 国玉町 899
調査 原 因 市道建 設
オ寸象面積  884m2
調査 面積  325∬
調査期 間  平成 6年 8月 25日 ～ 9月 28日
調査担 当 平塚洋一

遺跡の立地

塚越遺跡 は濁川の左岸約 500m、 標高256mに位置す る。濁川 は甲府市内で も最 も低 い位
置 を流れ る川 で、周囲には水害伝説が存在す る。 しか し、本遺跡の西 に鎮座す る玉諸神社

は甲斐国三宮 とされ、車創が平安時代 まで確実にさかのぼ ることか らも、本遺跡周辺は比

較的安定 した地盤であることが想定で きる。

調査の概要

当初 2m四 方の試掘グ リッ ドを 3箇所設定 し調査 を行 った ところ、その うちの 1箇所か
ら古墳時代前期の土器が まとまって出土 したため、 5m幅 の トレンチを南北 に50m、 東西
に15m設定 し拡張調査 を行 った。
調査の結果、地表 か ら約 1.5mの黒色粘土層か ら古墳時代前期の土器がやや まとまって出
土 した。その直上 までは水田の耕作 による撹乱 を受けていた。 また、遺構 は確認で きなか

った。

ま  と  め
濁川左岸 における発掘調査の事例 はまだ少 ない ものの、今回の調査 により出土 した S字
甕 は肩部 に横方向のハケ ロを持つ ことか ら、古墳時代前期で も比較的早 い段階の所産 とい

える。調査地点の東方約 300mに は藤塚古墳が所在 し、その築造 と本遺跡 との関連 も考 えら
れ る。 (平塚 洋 一 )

南壁セクション図

m

m

i攪 乱
2 贈褐色粘 土層 黄色フロック混入
3 黄褐 色粘土層 床土
4 投乱、灰色粘土ブロック、票色粘土
フロック混入 (板が層の底に敷かれ
ている。)
5 黒色粘土層、細い砂粒混入鰻麟 )

6 暗褐 色粘土層

図 1 塚腰遺跡 トレンチ配置図

′
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|

()復元値、単位 (cll)表 1 塚腰遺跡出土遺物観察表

図 2出 土 遺 物

番号 器  種
法 (all)

部位 調 整 な ど 土 焼成 色   調 備  考
地 日 径・え摯

1 土   器 甕 ― 。 ― 。(58) 底部 ナ デ 長石・石英 良 瑠盈幹艤 う泄
土   器 甕 ― ・ ― 。(60) 底部 ナ デ 赤色粒子 良 7 5YRにぶい褐 6/4

土   器 高邪 ― ・ ― ・ 147 脚部 ナデ 長石・石芙・ 金雲母・ 赤色粒子 良 7 5YR橙 6/6 6箇所穿孔

4 土   器 高不 ― ・ ― 。(100) 脚部
内面ナデ
外面 ミガキ

赤色粒子 良 2 5YR橙 6/6

土   器 鍋 (145)。 (325)。 (110)
日縁部～
底部
ロクロナデ 長石・石英・金雲母 良 10YRによい黄褐 4/3

土   器 台付甕 (156)・  ― ・ ― 日縁部
～

胴部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英 良 5YR橙 6/6

7 土  器 台付甕 (154)。  ― ・ ― 日縁部～胴部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・金葺母 良 7 5YRオ登6/6

石 製 品 石斧
幅

蛹
さ
お
長
１３

厚さ
34
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6本郷 C遺跡

調査位 置  甲府 市善光寺一丁 目1909-1
調査 原 因 集合住 宅建 設
メ寸象面積  627m2
調査 面積  12m2
調査 期 間 平成 6年 9月 6日 ～ 9日
調査 担 当 兄玉好美

調査 の概 要

大笠 山 と八人 山の間 に開析 され た高倉 )II扇状地 の扇端部 に位 置 し、標 高約 257mを 測 る。
扇状 地北部 の北原古墳群 をは じめ、扇状 地 中央部 を南流 す る高倉 ,II周 辺 には縄 文時代 ～近

世 に至 る遺 跡 が数多 く存在 して い る。平 成 15年度 には北側 に隣接 す る本郷 B遺跡 の調査 が
行 われ、 弥生 時代後期 ～古墳時代 中期 、平 安時代 、 中世、近代 に至 るまでの溝・ 土坑・ ピ

ッ ト等 の遺構 が確 認 されてい る。

調査 は工 事予定地 の 中央部 に 2× 2m、 深 さ 1～ 1.5mの試掘坑 を 3箇所 設定 して行 った。

構

造構 は確 認 され なか った。

物

各 試掘坑 か ら古墳時代 、平安時代 の上 師器 片及び近世 の陶磁 器等 が 出上 したが小 片で あ

り、 図示 で きた もの は 3点 のみで あ る。 1は 灰釉 陶器 の壷 と思 われ る。 2の 陶器皿 は高 台
の み無釉 。 17～ 18世紀 に位 置づ け られ る。 3は 火鉢 の 日縁 部 で、在地 の もの と思 われ る。

ま  と  め
遺構 は確 認 され なか ったが、 」R中央線 を挟 んで北側 に隣接 す る本郷 B遺跡 か らは溝 跡
が確 認 され てお り、今後 の調査 成果 に よって本郷遺跡周辺 の様相 が さ らに明 らか にな る も

の と思 わ れ る。 (鈴木 由香 )

遺

遺

0                    千O cm

表 1 本郷 C追跡出土遣物観察表

図 1出 上 遺 物

()復元値、単位 (cm)

番号
種  別

器  種
法    量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼成 色    調 備  考
産   地 日 径・ 器 高・底 径

1 陶   器 壷 (160)。  一 。 ― 日縁部 施釉 密 良

2 陶   器 皿 ― ・ ― 。(50) 体部～
底部

施釉 密 良

3 土   器 火鉢
日縁部～
胴部 ナデ 婁母 。金雲母 良 10YRに ない黄権 7/4
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構遺

7緑が丘一丁目遺跡 (第 3次 )

調査位 置  甲府 市緑 が丘二 丁 目135-5
調査 原 因 個 人住 宅建 設
オ寸拶壁冨釘わ責  247.92m2

調査面積  16m2
調査期 間  平成 6年 9月 28日 ～ 10月 12日
調査 担 当 兒玉好美

調査の概要

調査地 点 は、 昭和 60年度 に甲府 市教 育委員会 が実施 した遺跡分 布調査 に よって確 認 され

た。緑 が丘 一 丁 目遺 跡 は平成 4、 5年 度 に も調査 が行 われ、黒曜石 や縄文時代 中期 の土 器
が 出土 して い る。現在 、周辺 は住 宅地 とな って い るが、北側 に隣接 す る緑 が丘二丁 目遺 跡

内 には和 田無 名墳 が存在 して いた。 また、封ヒ西約 800mに湯村 山古墳群 、西側 約 600mに は
万寿森古墳 が存在 す る。

調査 は幅 2m、 長 さ 8mの トレンチ を設定 し、地表 か ら約 lm掘 り下 げて土層及 び遺 構
の確 認 を行 った。

土坑 8基、溝 2条が検 出 され た。
上坑  1号 土坑 は長径 72cm、 短径 67cm、 深 さ28cmを 測 り、平面形 態 はほぼ 円形 を呈 す る。
古墳時代 の不 口縁 部 が 出土 した。 2号土坑 は直径 約 45cm、 深 さ31cmを 測 り、平面形 態 は 円
形 を呈 す る。 3号土坑 は長径 67cm、 深 さ27cmを 測 る。北側 の一部 は調査 区外 にな るが 、 平
面形 態 はほぼ 円形 を呈 す る。 4号土坑 は直径約 42cm、 深 さ12cmを 測 り、平面形 態 は円形 を
呈 す る。 5号 L坑 は計 測可能部分・が 50cm、 深 さ48cmを 測 る。 2～ 5号土坑 は、 いずれ も出
土遺物 はない。 6号 。7号土坑 は重複 し、長径 65cm、 短径 25cm、 深 さ40cmを 測 る。 6号土
坑 か らは古墳時代 の甕 日縁部、邪 日縁 部 (図 2-1)、  7号 土坑 か らは古墳時代 の高邦 (図
2-3)が 出上 した。 8号 土坑 は長径 27cm、 短径 16cm、 深 さ25cmを 測 り、平面 は楕 円形 を
呈す る。古墳時代 の 台付甕脚部 (図 2-2)が 出土 した。

溝跡  1号 溝跡 は主軸 をN-83° 一 Eに持 ち、幅 18cm、 深 さ 8 cmを 測 る。断面形態はU字形
を呈す る。6号土坑 と重複 し、調査区外へ延長す る。 2号溝跡 は主軸 をN-65° 一Wに持 ち、
幅 20cm、 深 さ17cmを 狽1る 。断面形態はU字形 を呈 し、 6号 。7号土坑 と重複す る。西側 へ
の延長方向は確認で きなかった。 1号 。2号溝跡 とも出土遺物はなかった。 1号溝跡 の北
側 に重複す る掘 り込みは性格等不明である。

出土遺物 の多 くは古墳時代 前期 か ら後期 の上 師器 で あ るが、小 片が多 く図示 で きた もの

は 3点 で あ る。 1は 古墳時代 の不で、 内面・外面 と もにナデ調整 され る。 2は古墳時代 の
台付甕脚都 で あ る。 内面 は横 方 向 にハ ケ調整 、外 面 は赤色 塗彩 が施 されてい る。 3は古 墳
時代 の高郭 で あ る。 日縁 部 は歪 み若千摩耗 して い るが、外面 にはハ ケ調整 が見 られ る。 ま

た、 内面・外面 ともに赤色塗彩 が施 されてい る。

物遺
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ま  と  め
遺構 は確認 された ものの規則性が見 られず、 2号溝跡 は延長が確認で きなかった。また、

遺構 内か らの出土遺物 も少な く、遺跡の詳細 を捉 えることは困難である。 しか し、 これま

での分布調査 と発掘調査の成果や近隣における古墳群の存在 によって、古墳 ～平安時代 に

至 る遺跡であることが確認 されている。 (鈴木 由香 )

6号土坑 フ号土坑

1

8                10m

表 1 緑が丘―丁目遺跡 (第 3次)出土遺物観察表 ()復元値、単位 (cla)

番号
種  別

器  種
法     量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼成 色    調 備  考
産  地 日 径・器 高・底 径

ユ 土   器 不 (110)
日縁著Б～
体部

ナ デ 赤色粒子 良 5YR 4登 7/6

2 土   器 高不か (240)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
外面ハケ
内外面赤色塗彩

長石・石英・ 金_T母・赤黒粒子 良
胎± 5YR橙 6/6
表面 10R赤 5/8 日縁部に歪み

3 土   器 台付甕 ― ・ ― 。(120) 脚部
内面ハケ
外面赤色塗彩

長石・石英・金雲母 良 5YR橙 6/6

写真 1 全 写真 2 1 号 溝 跡

写真 3 2号 清 跡

-24-
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8金塚西追跡

調査位 置

調査 原因

対象面積

調査面積

調査期 間

調査担 当

甲府 市千塚 三 丁 目2237番外

公 園建 設

糸勺10,000m2

80m2

平成 6年 9月 13日 ～ 10月 14日

伊 藤正 幸

調査の概要

(1)調 査経過  甲府 市 が計 画 を進 めてい る千塚 公 園建 設予 定地 は、一帯が金塚 西遺跡 の範
囲 に合 まれて いたため、平成 5年 12月 14日 付 けで、埋蔵 文化財発掘調査 につ いて依 頼 を受

けた。協議 の結果 、既 に公有地化 が終 了 して いた部分 につ いての試掘・確 認調査 を実施 す

るこ とと した。

(2)地理歴史的環境  金塚西遺跡の北 には里山が迫 り、西か ら片山 (665m)、 羽黒山 (490m)、
湯村 山 (446m)へ と続 く。本遺跡 は、荒川 によって開析 された扇状地上 に位置す る。

扇央部 に位置す る米革遺跡 (甲府市山宮町)では、平成 12年 (2000)に 発掘調査が実施
され、縄文時代前期の上坑、柱穴 (ピ ッ ト)等が確認 されている。

背後の山間部及び この扇状地 には古墳が多 く所在 し、積石塚古墳や土石混合墳 と呼ばれ

る特徴的な古墳 も点在す る。扇状地 に存在す る古墳 は甲斐市 (旧敷 島町)に まで分布 の範
囲が広が るが、その うちの甲府市内分 は「千塚 山宮古墳群」と呼ばれている。ちなみに『千

塚』 という地名 は、塚 の多い地域 に由来 していると『甲斐国志』 は記 している。県史跡加

牟那塚古墳、証文塚、天神塚等、古墳時代後期の古墳が数多 く分布 していたが、その うち

の多 くが現在 は削平 され消滅 している。また本遺跡か ら750mほ ど北西 に位置す る榎 田遺跡

は、古墳時代後期 の遺跡 として知 られ、 これ らの古墳造営 に関係す る可能性がある。

調査成果

(1)調査方法  県 内で も最大級の石室 を持つ加牟那塚古墳 も隣接す ることか ら、調査地 に
は消滅 した古墳及び古墳 を築造・維持 した該期 の集落の存在が予想 された。調査 は 2m四
方の試掘坑 (テ ス トピッ ト、以下「T.P.」 と略す。)を 20箇所設定 し (図 1)、 人力に よ り
砂礫層 まで掘 り下 げた。随時平面及び土層 について記録 しなが ら進行 させ、層序の乱 れ に

気 を配 った。

(2)層序  基本的 には、概 ね地表面か ら約 1.5m下層で砂礫層の地 山に達す る。その間明褐
色砂 を主体 とした層が、色調の違いか ら 3～ 5層 に分層す ることが可能で、下層 ほど褐色

土の混入が多い傾向がある。層序的な乱れは認め られないが、 この砂層の下部か ら古墳時

代 の遺物が若千検 出す る。

調査地 中央部北半 は礫混 じりの盛土が施 され、その厚 さは60cm程 に及ぶ。 また調査 区東

端部のT.P.19及 びT.P.20北壁か らは、約 60cm下層か ら白色粗粒砂 の入った落ち込みが確

認 されている。

,外
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(3)遺構

T.P.19及びT,P。 20で確認 された落 ち込みは、溝跡の可能性 もあるが、遺物 は検 出され
ず、時期及び性格 を言及す るには及ばない。他の試掘坑か ら、遺構 と思われ るものは、層

序的な乱れ も合めて確認す ることはで きなかった。

(4)遺物 (図 2)

縄文時代か ら古墳時代 までの遺物が出土 しているが、図示で きた ものは23点である。
6は縄文土器である。胴部の破 片 と思 われ る。T.P.9か ら出土 した。
古墳時代 の遺物 はT.P.1か ら 2点 、 T.P.2か ら 1点、 T.P。 4か ら 1点、 T,P。 7か ら
1点、 T.P.9か ら 2点、 T.P。 16カトら 3点、 T.P。 17か ら 2点、 T.P.19か ら 2点、 T.P.20
か ら 1点が出上 し、試掘坑外 か ら 5点 が採集 された。器形 としては邪・高邪 。甕・台付甕・
長頸壷が認め られ るが、 いずれ も破 片資料 である。

T.P.16か ら出上 した 2点 (8、  9、 10)及 び 19か らの もの (14)は 古墳時代後期の邪蓋で、
T,P。 17か らは長頸壷が出土 した。 またToP.20か らは龍泉窯系の青磁が出土 している。器
形 は碗 であろうが、底部のみが残存 している。

ま  と め
今 回の調査 によって、明確 に集落等の存在 を示す成果 はなかった。 しか し調査地西北部

分 に比べて東部及び南部 は層序的 に比較的安定 してお り、性格 的 に不確定なが ら落 ち込み

が確認で きた試掘坑 もあ り遺構 の存在 をうかがわせ る。今後 の調査 に期待 したい。

(伊藤正 幸 )
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表 1 金塚西遺跡出土遺物観察表 ()復元値、単位 (cn)

番 号
霜ヨ   男」

器  種
法     量 (cln)

都位 調 整 な ど 土 焼成 色   調 備   考
産  地 日 径・懸 高・ 底 径

1 土   器 甕 (138)。  一 ・ ― 日縁 部 ケヽ 長石・ 赤色粒子 良 5YR弁登 6/6

2 土   器 壷 ― ・ ― 。(75) 胴部～
底部

ハ ケ 長石・石英・金害母・赤色粒子 良 7 5YR にない橙 7/4

土   器 甕 (149)。  ― ・ 一 日縁部～胴部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・赤色粒子 良 5YR明赤褐 5/6 輪積痕 あ り

4 土   器 甕か
頸部～
胴部

内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・ 赤色粒子 良 7 5YRオ登 7/6

5 上   器 台付甕 (164)・  ― ・ ― 日縁部
～

胴部
内面指頭痕
外面ハケ

長石・石英・赤色粒子 良 7 5YR橙 7/6

6 土   器 深鉢か 胴都 縄文 長石・石英・ 赤色粒子 長 7 5YRにぶい褐 6/3 RL単節縄文

7 須 恵 器 邪 (138)。  ― ・ ― 日縁部～

体部
ロクロナデ 長石・黒色粒子 良 N灰 6/

8 上   器 不
体部～
底部

内面ナデ
外面ヘ ラケズ リ

長石・石英・赤色粒子 良 5YR橙 6/6

9 土   器 不 (120)。  ― ・ ― 日縁部
～

体部
ナデ
外面ヘラケズリ

長石・石英・ 赤色粒子 艮 7 5YR明褐 5/6

土  器 不明 ― ・ ― 。(68) 底部 ナデ 長石・石央・赤色粒子 良 10YR明責褐 6/6

須 恵 器 長頸壷 頸部 ロクロナデ 長石・黒色粒子 良 N灰 7/

須 恵 器 甕 胴部 外面叩 き 長石・石英 良 10YR黒褐 3/1

土   器 かわらけ 1 4 43
日縁部～
底部
ナデ
底部糸切り

長石・石英・黒色粒子 良 10YRにない黄橙 7/4

須 恵 器 不蓋
体部～
底部
ロクロナデ
外面ケズリ

長石 良 5Y灰 6/1

上  器 台付甕 胴部 摩耗にて不鮮明 長石・石英・ 赤、黒粒子 良 5YR橙 6/6

青  磁 線描迄弁紋碗
体部～
底部

線亥J
高台内蛇 目釉刹 ぎ

級 密 良

17 土   器 甕か ― ・ ― ・ (66) 底部
内面指頭痕
底部木葉痕

長石・石英・ 赤色粒子 良 5YR橙 6/6

上  器 不 (160)・  ― ・ ― 日縁部
～

体部
ナデ 長石・赤色粒子 良 7 5YR橙 7/6

土   器 三か (130)・  ― ・ ― 日縁部
～

頸部
日唇部・内面縄文
外面条痕文

長石・石英 良 5YR明赤褐 5/6

土   器 台付甕 ― ・ ― ・ (62) 脚部
ナデ
外面ハケ

長石 。石英・金雲母 良 2 5YR明赤褐 5/6

土  器 不 (140)・  ― ・ 一 日縁部～

体部
摩耗にて不鮮明 長石・ 赤色粒子 良 10YR浅責橙 8/3

土  器 系
日縁部～

体部
ナデ 長石 良 25Y灰責 7/2

土  器 不 ― ・ ― 。 48 体部～

底部
外面ヘ ラケズ リ 長石・ 赤色粒子 良 25Y灰 責 7/2
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9大坪遺跡 (第 5次 )

調査位 置  甲府 市横根 町 608
調査 原 因 集合住 宅建 設
メ寸象顧刃責 約 460m2
調査面積  16m2
調査期 間 平成 6年 9月 30日 ～10月 12日
調査担 当 平塚 洋一

調査の概要

過去大坪遺跡 として調査 を行 ったのは、主に十郎川の左岸地域であった。十郎川左岸で

は未焼成の土器群や土器焼成遺構 なども検 出され、土師器生産の性格がかな リクローズア

ップ されて きた。大坪遺跡 として括 られた範囲の うち、十郎川右岸は調査が実施 されず不

明な点が多かった。

今回十郎川右岸で初 となる大坪遺跡の調査 は、 2m四 方の試掘坑 を 2箇所設定 し調査 を
行 った。

遺構 と遺物

地表か ら約 20cm現況の表土が堆積 し、それ より下層 に旧表土 と思われ る暗褐色 ～茶褐色
土が約 5 cm堆 積 していた。東側 に設定 した試掘坑か らは遺物 も全 く出土 しなかった。 しか

し、西側 に設定 した試掘坑か らは旧表土の下 より溝状遺構が検 出で きた。溝状遺構 の範囲

を確認す るため、溝の延長上南西方向に 2× lmの 試掘調査坑 をさらに設定 し、調査 を行
った。

検 出された溝状遺構 は、幅 40～ 50cm、 深 さ40cmと 規模 はさほど大 きな ものではないが、

多 くの上器が出土 した。平安時代 (9世紀代 )所産の土師器郷 (甲斐型土器)が最 も多い
が、古墳時代前期の上器の破片や片 日鉢なども出土 している。

出土 した遺物 は、甲斐型の不が最 も多 く体部外面の下半に手持 ちヘ ラ削 りが施 され、 日

縁部がやや外反す るものが多い。内面が黒色処理 され るもの もある。 16は 内面黒色処理 さ

れた甲斐型の郷であるが、内側の表面 は制離が著 しく、何 らかの理由で二次的に熱 を受 け

た もの と想定で きる。

ま  と  め
出土遺物の傾向に十郎川右岸で調査 された大坪遺跡 と同 じく、不 。皿類が多 く壺・甕類

といった煮炊具が少ない という傾向がある。 これは十郎川 の現在の流路 と古代 における流

路の違いが考 えられ る。『大坪遺跡』 (2004甲 府市教育委員会 )で考察 した とお り、古代 に
おける十郎川 の流路 は現在の もの より更 に東 を流れていた もの と考 えられ、大坪遺跡 とし

ての古代集落の広が りは現在の横根跨線橋のあた りを中心 に、今回の調査地点 まで展開 し

ていた もの と考 えられ る。 また、不・皿類が多 く壷 。甕類が少ない点か ら、不・皿類の生

産地 に近 いため より多 くの消費が可能だったことが考 えられ る。

大坪遺跡が所在する甲運地区は、現在 も国道20号線・ 140号線 。411号線が接近 し交通の

要衝 となっている。古代 にはヤマ トタケルの東征伝説の帰路 に想定され、近代 には甲州街

道が通 るなど、古代か ら現代 まで交通の要衝 といえる地域である。そのため、古墳時代の

比較的早 い時期から安定的な集落が営 まれていた様子が窺える。

(平塚洋一 )
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1 表  土   瓦礫洩入
2茶 褐 色 土 層
3 黒 色 土 層 (旧表■)
4 明褐色粘土層
5灰 色 粘 土 層

1 表  土    瓦礫混入
2階 褐 色 土 層
3 黒 色 土 層 遣物包含層

試掘坑配置図、セクション図 1
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表 1 大坪遺跡 (第 5次)出土遺物観察表 ()復元値、単位 (cm)

番 号
種  別

器   種
法 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備   考
産   地 口  径 。怒

1 土   器 甕か 日縁部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・ _T母 良
内)10YR灰黄褐 6/2
外)10YR黒褐 3/1

2 土   器 台付獲 (200)・  ― ・ ― 口縁部
～

胴部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・金 _T母 良 瑠:腎ぴ多671
3 土   器 台付甕 脚部

内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・雲母 良 10YRにぶい黄橙 6/4

4 土   器 甕か ― ・ ― 。(74) 底部
内面指頭痕
外面ハケ

長石・石央・雲母・金雲母 良 界|,ヽ尋r奄視/:/6 底部に木葉痕

5 土   器 甕か ― ・  ― 。(108) 底部 ナデ 長石 艮
内)7 5YRに ない橙 7/4
外)5YR橙 7/6

底部に木葉痕

土   器 邪 87 底部 ナデ 長石・石英 良
内)7 5YR i曳責橙 8/4
外)5YR橙 6/6

7 土   器 邪
体部 ～

底都
ナデ 赤色粒子 良 瑠袢鳥昭7'と

1
内面黒色

土   器 邪 ― ・ ― 。(46) 体部
～

底部
内面ナデ
外面ケズ リ

赤色粒子 良 7 5YR浅黄橙 8/4

土   器 郭 ― ・ ― ・ (50) 底部 ナ デ 長石・赤色粒子 良 10YR灰責褐 6/2

土   器 郷 ― ・ ― ・ (45) 底部
内面ナデ
外面ケズ リ

密 良 7 5YR灰 白 8/2

11 上   器 不 ― ・ ― ・ (40) 底部
内面ナデ
外面ケズ リ

赤色粒子 良
内)7 5YR灰 白 8/2
外)7 5YR橙 6/6

上   器 不 底部
内面ナデ
外面ケズ リ

赤色粒子 良 10YRガ疋白

土   器 邪
日縁部～
底部
内面ナデ
外面ケズリ

金婁母 良 界1子 i:誓長寄言宰旨/:/6

土   器 邪 ― ・ ― 。(56) 底部
内面ナデ
外面ケズリ

密 良 界1子 ::¥ミ荏趨:イ!増笠7/4
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表 2 大坪遺跡 (第 5次)出土遺物観察表 ()復元値、単位 (cm)

番号
種  別

器  種
法    量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼成 色 調 備  考
産   地 日 径・器 高・底 径

15 土   器 不 ― ・ ― ・ (42) 底部
内面ナデ
外面ケズ リ

赤色粒子 良
内)10YR黒褐 3/1
外)10YR灰白 8/2 内面黒色

土   器 不 体部．帥
内面ナデ
外面ケ父 リ

密 良
内)10YR黒褐 3/1
外)7 5YR橙 7/6 内面黒色

17 土   番 邦 (130)。  ― ・ ― 一部

部
縁
体 ナ デ 密 良

内)10YR黒褐 3/1
外)7 5YR浅黄橙 8/3 内面黒色

土   器 不 (40)・  ― ・ ― 日縁音[～
体部

ナデ 赤色粒子 良
内)7 5YR黒褐 3/1
外)7 5YRにない橙 7/4 内面黒色

19 土   器 不 (120)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
ナデ 密 良 10YR灰 白 8/2

土   器 不 (140)。  ― ・ ― 日縁部―

体部
ナ デ 赤色粒子 良

内)7 5YRにぶい橙 6/4
外)10YR灰黄褐 5/2

土   器 不 (140)。  ― ・ ― 日縁部ヽ

体部
ナデ 赤色粒子 良 5YR橙

上   器 不 (130)・  ― ・ ― 日縁部～

底部
ナデ 長石・赤色粒子 良 7 5YRにない橙 7/4

土   器 邦 (140)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
ナ デ 長石・石英 良 10YR灰 自 8/2

土   器 啄 (150)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
ナ デ 長石 良 10YR灰 白

土   器 邪 (130)・ (45)。 (56)
日縁部ヽ

底部
ナデ 長石 良

内)5YR明赤褐 5/6
外)7 5YRにない橙 7/4

上   器 罫 (140)・ (455)。  53 日縁部
～

底部
内面ナデ
外面ケズ リ

赤色粒子 良
内)25Y灰 白 8/1
外)7 5YR橙 6/6

土   器 邪 (140)。  ― ・ ― 日縁部～

体部
ナ デ 赤色粒子 艮 10YR灰 白

土  器 不 (130)。  ― ・ ― 日縁都～

体都
ナ デ 赤色粒子 良 5YR橙 7/6

土   器 孫 (130)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
内面ナデ
外面ケズ リ

赤色粒子 良
内)5YR橙 7/6
外)7 5YR浅黄橙 8/3

土   器 不 (136)。 (325)・ (57)
日縁部～
底部

ナ デ 石英 艮 10YR灰 自 8/2

土  器 不 (130)。  ― ・ ― 日縁部～

体吉Б
ナデ 密 良 7 5YRにない橙 7/4

土  器 杯 (140)・ (24)'(60) 日縁吉F～
底部

ナ デ 赤色粒子 良 7 5YR浅黄橙 8/4

土   器 不 底部
内面ナデ
外面ケズ リ

密 良 7 5YR浅責橙 8/4

土  器 不 51 底部 ナデ 赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土  器 不 (140)・  ― ・ ― 日縁吉F～
体部

ナデ 密 良 10YR浅黄栓 8/3

土   器 郷 (130)' ― ・ ― 日縁吉F～
体部

ナ デ 赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土   器 重 (130)・  ― ・ ― 日縁著[～
男同部

ナデ 赤色粒子 良 7 5YR橙 6/6

土   器 壷 (130)・  ― ・ ― 日縁吉ヽ ～

体部
ナデ 赤色粒子 良 7 5YR灰 白 8/1

土   器 不 明 7 4 脚 部
ナデ
内面黒色

赤色粒子 良
内)10YR黒 褐 3/1
外)7 5YRに ない橙 7/4

土   器 邪蓋 宝珠 ナ デ 赤色粒子 長
内)7 5YR浅黄橙 8/3
外)7 5YRにない褐 5/4

土   器 不藍 (146)・  ― ・ ― 日縁吉F～
体部

ナデ 赤色粒子 良 7 5YR浅黄橙 8/4

土   器 奉 ― ・ ― 。(66) 体部～底部
内面ナデ
外面ケズ リ

長石・石英 良
内)10YR黒 2/1
外)10YR灰自 8/2 内面黒色

土   器 邪 ― ・ ― 。(66) 体部～
底部

ナ デ 赤色粒子 良
内)10YR黒褐 3/1
外)5YR橙 7/6 内面暴色

土   器 郭 ― ・ ― ・ (90) 体部
～

底部
ナデ 長石・石央 。赤色粒子 良

内)10YR黒褐 3/1
外)7 5YR年 表黄橙 8/3 内面黒色

土   器 郭 (260)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
ナデ 赤色粒子 良

内)10YR黒褐 3/1
外)7 5YRに鎌い橙 7/4 内面黒色

土   器 辱 ― ・ ― ・(108) 体部
～

底部
内面ナデ
外面ケズ リ

赤色粒子 良
内)10YR黒褐 3/1
外)5YR橙 7/6

銭  貨 寛永通費 直径  穿径  厚さ25 ・ 062・ 014
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10緑が丘二丁目遺跡 (第 3次 )

調査位 置  甲府 市緑 が丘二 丁 目8931、 -5、 -12

調査 原 因 個 人住 宅建 設
メ寸象面積  180.25m2
調査面積  8m2
誹穂姜期 FHl 平 成 6年110月 18日 ～10月 24日

調査担 当 平塚 洋一

遺跡の立地

緑が丘二丁 目遺

"は
、甲府盆地の北縁の一端 を形成す る湯村 山・法泉寺山の南麓に所在

す る。緑が丘スポーツ公園造成の際大規模 な造成が行われてお り、遺跡の全体像 を把握す

るのは難 しい と思われ る。『甲府市史』資料編 1に よると、造成の際に出上 した と思われ る

ものに、縄文時代前期後葉か ら後期初頭の土器、及び弥生時代後期末の上器がある。今回

の調査地点は標高294m付近 に位置す る。

調査の概要

2m四 方の試掘坑 を東西 に 2箇所設定 し調査 を行 った。地表か ら約 40cmま では表上が堆
積 し、それ より下層 には黒褐色粘土が堆積 していた。東側 に設定 した試掘坑では地表か ら

60cmの深 さの黒褐色粘土層か ら、古墳時代前期の上器片数点 と人骨が検 出で きた。

検 出された人骨の姿勢は、両足 を折 り曲げた屈葬で、いわゆる北頭西面の姿勢で検 出さ

れた人骨の周囲には明確 な掘 り込みは確認で きなかったが、中世の土坑墓 と想定 され る。

また、出土人骨に伴 うものではないが、古墳時代前期の土器 も数点出上 している。

西側 に設定 した試掘坑か らも、地表か ら60cm下層付近か ら土器片が数点出土 したため、

数回にわた り精査 を行 ったが、遺構 は確認で きなかった。そのため、試掘坑の北側半分 を

さらに地表か ら100cm付近 まで掘 り下げ、地層の変化の状況 について調査 を行 った。しか し、
土器片 も出上 しな くな り湧水 し、調査が困難 となったため、試掘調査 を終 了 した。

ま  と  め
緑が丘二丁 目遺跡のす ぐ北 には金剛福衆山法泉寺が所在す る。法泉寺は『甲斐国社記寺

記』 によると元徳・元弘年間 (1329-1334)に 武田信武が開基 とな り創建 され、信玄の頃
府 中五 山の一つ として庇護 を受 けていた。法泉寺の最盛期 に寺域が どこまで広がっていた

のか詳細 は不明であるが、今回出土 した人骨は、法泉寺 に関係す る墓地の一つである可能

性 も考 え られる。 (平塚 洋一 )

一　一ノ江４　＼ヽ
　十
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図 1 試掘坑配置図

図 2出 上 遺 物

表 1 緑が丘二丁目遺跡 (第 3次)出土遺物観察表

o                         4m

0                  10m

表  土
攪  舌し
灰 色 土 層 耕作土
掲 色 土 層 遺物包含層
皓 褐 色 土 層 砂粒含む
暗 褐 色 土 層 礫が混じる

()復元値、単位 (cnl)

番号
竜孟   男J

器  種
法 (cfll)

部位 調 整 な ど 胎 土 焼成 色   詞 備  考
産  地 日 径・ 器

l 土  器 高不 ― ・ ― 。(197) 脚部 ナデ 長石・石英・金婁母・赤色粒子 良 5YR橙 6/6

2 土  器 高邪 ― ・ ― 。(117) 脚部 摩耗 にて不鮮明 長石・赤色粒子 良 7 5YR橙 6/6

3 土   器 台付甕 (95)・  ― ・ ― 日縁部～
胴部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・金雲母・赤色粒子 良 10YR浅責橙 8/4

4 土  器 甕 (178)・  ― ・ ― 日縁部～
頸部

ナ デ 長石・石央・赤色粒子 良 5YR声監6/6
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11宮の脇A遺跡

調査位 置  甲府 市善光寺二丁 目2739-1
調査 原 因 物置・ 車庫建 設
メ寸象面積  590.89m2
調査 面積  4m2
調査期 間 平成 6年 10月 19日
調査担 当者  兄玉好美

調査の概要

大笠 山 と八人山の間に開析 された高倉川扇状地の扇端部 に位置 し、標高約 266mを測 る。
扇状地のほぼ中央部 を南流す る高倉川 と大円川 に挟 まれ、周辺には縄文時代 ～中世 に至 る

遺跡が数多 く存在す る。また、扇状地北部の北原古墳群 をは じめ、周辺には善光寺無名塚、

ポンポコ塚 といった数多 くの古墳が存在す る。

宮の脇遺跡 は昭和 61年度 に調査が行われてお り、近世以降の土器や陶磁器の破片を伴 う

集石遺構が確認 されている。 しか し、高倉川の氾濫や耕作 による撹乱 を受けた可能性 も考

えられ、遺跡の詳細 は不明である (『甲府市内遺跡 I』 甲府市教育委員会  2004)。

調査 は敷地中央部 に 2× 2mの 試掘坑 を設定 し、重機 により地表か ら lmま で掘 り下げ
埋蔵文化財 を確認 した。

遺   構
遺構 は検 出されなかった。基本層序 は次の通 りである。

I層  茶褐色土層
Ⅱ層 黒褐色土層 粒子が細か く粘性 あ り。
Ⅲ層 褐色土層 粒子が細か く粘性強い。水分含む。

遺    物
遺物 の 出土 はなか った。 (鈴木 由香 )

写真 1 調 査 風 景 写真 2 土層堆積状況
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12朝気遺跡 (第 10次 )

調査位 置  甲府 市朝 気 三 丁 目71-1、 2、 3、 4
調 査 原 因 宅地 造成
オ寸象面積  734.63m2
調査面積  12m2
調査期 間 平成 6年 11月 1日 ～ 11月 7日
調査担 当 平塚洋 一

遺 跡の立地

調査地 点 は濁川右 岸約 1.3km、 標 高 258mに 位 置す る。朝 気遺跡 は縄 文時代 か ら平安 時代
にか けての複合遺 跡 と して知 られ、 当地域 が 『倭 名類 衆抄 』 に記載 され る巨摩郡青沼郷 の

中心的集落 だ った こ とが推 定 され てい る。

調査の概要

調査地 点 は朝 気遺跡 と して括 られた範 囲の 中で も南西 隅 にあた る。 2m四 方の試掘坑 を
3箇所 設定 し調査 を行 った。西側 及 び 中央 の試掘坑 は地表 か ら約 150cm、 東側 の試掘坑 は地

表 か ら約 120cm掘 削 した砂 層 で湧水 し始 め る。 出土遺物 は認 め られ なか った。

ま  と  め
大規模 な集落遺 跡 で あ る朝 気遺跡 で あ るが、今 回の調 査地 点 まで は集落 が展 開 しなか っ

た こ とが想定 で きる。                        (平 塚 洋 一 )

― ―

m

試掘坑 3北壁セクシヨン図試掘坑 2】ヒ壁セクション図

バ B′

表  土
明灰色砂質土層

砂 贅 土 層

皓 褐 色 土 層 酸化土を含む

皓 褐 色 土 層

灰色 シル ト層

砂 質 土 層

試掘坑配置図、セクション図

勇建  舌し
明灰色砂負土層 (1)

明灰色砂質土層 (2)

皓 掲 色 土 層

階 褐 色 土 層 酸化土を含む

6 灰色 シル ト層
7砂 質 土 思

0       1m

―

□
綱
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13前田追跡

調査位 置  甲府 市池 田二 丁 目285-1他
調査 原 因 個 人住 宅建 設
オ寸象面積  800.64m2
調査面積  8m2
調査期 間 平成 6年H月 7日 ～ 10日
調査 担 当者  兒玉好美

調査の概要

甲府市西部 に位置 し、標高約 280mを 測 る。東側 *9900mに は荒 ,IIが南流す る。周辺には

居村村上遺跡、豆田遺跡が点在 す るが、地元住民の話 によると明治時代 に調査区北側の堤

が決壊 して以来湿地帯 となっていた。 また、昭和初期 には東側 の堤が決壊 し、一帯が流 さ

れている。平成 5、 6年度 に実施 した周辺の豆田遺跡の調査 において も砂礫が地表か ら1.
5m以上堆積 している状況が確認 され、荒川の氾濫原であったことが推定 され る (『甲府市
内遺跡 I』 甲府市教育委員会  2004)。

調査 は建物予定地 に 2× 2mの 試掘坑 を 2箇所設定 し、地表か ら 2m掘 り下げた。

構

造構 は確 認 され なか った。

物

出土遺物の多 くは摩耗 した土師器小片で、図示で きた ものは 3点のみである。 1は須恵
器蓋のつ まみ部分、 2は須 恵器甕の胴部である。 3は祗石 と思われ る。

遺

遺

o                10 om

表 1 前田追跡出土遺物観察表

ま  と  め
周辺 は荒川 の氾濫原であ り、遺構確

認 には至 らなか った。  (鈴 木 由香 )

―∪
単位 (cln)

番 号
種  別

器  種
法     量 (cm)

部 位 調 整 な ど 土 焼 成 色    調 備  考
産   地 日 径・ 怒 高・ 底 径

1 須 恵 器 蓋 つまみ ロクロ 密 良 2 5YR黄灰 6/1

2 須 恵 器 甕 胴部 ロクロ 密 艮 N灰白 4/

3 石 製 品 祗 石
さ

１

厚

生

幅
調

さ

お
長
１２
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14緑が丘二丁目遺跡 (第 4次 )

調査位 置  甲府 市和 日日口丁708の 一一言Б、 709、

710-1、  712-1

調査 原因  宅地 造成
メ↓象面積  1,080m2
調査 面積  20m2
調査期 間 平成 6年 11月 8日 ～ 11月 15日
調査 担 当 平塚 洋一
遺 跡 の立地

今 回の調査地点は、甲府盆地の北縁 の一端 を形成す る湯村 山・法泉寺山の麓に所在 し、

標高 300mに 位置す る。緑が丘二丁 目遺跡 として括 られた範 囲のなかで も北側 に位置 し、今
回の調査 は遺跡の北側への広が りを確認す る機会で もあった。

調査の概要

2m四 方の試掘坑 を、 4区画 に分譲 され る予定地 に各 1箇所ずつ設定 し調査 を行 った。
南西隅に設定 した試掘坑 4か ら古墳時代後期の土器が出土 したため、 この坑のみ南北 に 2

m拡張 し調査 を行 った。
調査の結果東側 に設定 した試掘坑 は、 2つ とも地表か ら lm掘 り下 げ検 出 した 自然堆積
土 (青灰色砂質土)に達 し、遺構 は全 く検 出で きなかった。 また出土遺物 も土師器小片が
数点出土 しただけであった。

耳ヒ西 に設定 した試掘坑 31ま、 20cmの 」譲土が所Eさ ヤを、 ラ豆|こ *9100cm朝記肖Uし たとところて,自 す恭堆

積層 に達 した。遺構 。遺物 ともに検 出で きなかった。

南東 に設定 した試掘坑 4は、地表 か ら50cm下の地層か ら土器片が出土 し始め、 65cm下の

地層か らほぼ完形の上師器邦が出上 した。南側 に 2m幅 で拡張 し調査 を行 った。結果、地
表 か ら85cm下層か ら土師器甕等 の古墳時代の上器が出土 した。 しか し、明確 な遺構 は検 出

で きなかった。

出 土 遺 物

出上 した土器 は、古墳時代後期末葉 を中心 とした一群が中心 となる。邪類 は日縁部 に稜

を持つ、須 恵器邪蓋 を模倣 して逆転 した形態の ものが出土 している。

ま  と  め
今回の試掘調査 により本遺跡の北への広が りが、和田町のこの地点 まで展開す ることが

確認で きた。周辺の調査では縄文時代 中期後半の土器や弥生時代末葉の土器の上器 も出土

しているため、かな り早 い時期 か ら集落が営 まれたことが想定 され る遺跡ではあるが、試

掘確認調査が 「虫食 い状」 に行 われているだけで、大規模 に面的な発掘調査が未だ実施 さ

れていないことが残念である。今後 の発掘調査 により緑が丘二丁 目遺跡の全容が解明 され

るこ とが望 まれ る。
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試掘坑4  遺物出土】犬況

曰

0           1m

試掘坑8】ヒ壁セクション図

I耕 作 土
2床  土
3 灰 色 粘 土 層 (黄色土混入)
4 暗褐色粘土層
5 暗褐色粘土層

―
砂粒多く含む

試掘坑 4Jと壁セクション図

土

土

作耕

床
m

3 灰―色 粘 土 層 (黄色土混入 )
4 暗褐色粘土 層

試掘坑配置図、セクション図

-40-

掏

図 1



う 層

―

ヽ

ャ

＼

趙

図 2出 土 遺 物

表 1 緑が丘二丁目遺跡 (第 4次)出土遺物観察表

I Cl

0                10m
ゝ
道
==≡
≡≡三L___三≦子

デ

13

番号
種  別

器  種
法     量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色    調 備  考
産   地 日 径・碁 高・ 底 各

ス 土   器 不 (116)・  ― ・ 一 日縁部～
体部

ナデ 赤色粒子 良 7 5YRにぶい橙 7/4

2 土   器 不 128・  38 。 一 日縁部～

底部
ナ デ 長石・万英 ,赤色粒子 良 5YR橙 6/6

3 土   器 現 (148)・  ― ・ ― 日縁部～
体部

ナデ 長石・石英 良
内)10YR褐灰 4/1
外)10YRにぶい黄橙 7/3

4 土   器 娩 (180)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
ナデ 長石・石英・金雲母 良 7 5YRにぶい褐 5/3

5 土   器 郭 (170)・  ― ・ ― H漱剖
'～体 部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・赤色粒子 良 7 5YRにぶヤヽお母 6/4

6 土   器 甕 (207)・  ―  ・  ― 日縁都～
胴部

ケヽ 長石・石英・ 赤色粒子 良 7 5YRによい褐 6/4

7 土   器 壷 (168)・  ― ・ ― 日縁部
～

頸部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・ 金雲母 良 5YR 橙

8 土   器 甕か (220)。  ―  ・  ― 日縁部 ～

頸部
ケヽ 長石・石英・ 赤色粒子 良 5YRに よい赤褐

9 土   器 不明 ― ・ ― 。(56) 体部
～
底部
ナデか 長石・石英・雲母 良 5YR 橙

土   器 台付甕 ― ・ ― 。(56) 脚部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石央・雲母 良
内
外 :腎鵜 3`,6 内面赤色

土   器 甕か ― 。 一 。(68) 底部 ケヽ 長石・石英・赤色粒子 良
内
外 :督ご96珈

土   器 甕 ― ・ ― ・ (68) 胴部
～

底部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英 良 2 5YR橙 6/6

緑釉陶器 皿 ― ・ ― ・(104) 底部 密 良
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15北田追跡

調査位 置  甲府 市川 田町 字亀 田 114-3・ 9
調査 原 因 個 人住 宅建 設
声寸象面積  260.62m2
調査面積  8m2
調査期 間 平 成 6年 11月 11日 ～ 14日
調査 担 当者  兄玉好 美

調査の概要

調査地点は甲府市東部 に位置 し、標高約 265mを 測 る。周辺は縄文時代 ～中世 に至 る遺跡
が集 中 し、南側約 400mに は古墳時代前期の方形周溝墓が確認 された桜井畑遺跡、西側約 1
kmに は古墳時代 ～平安時代の集落が確認 された大坪遺跡が存在す る。 また、白鳳期 ～平安

時代 にかけて窯業生産地域であったことで知 られ、川 田瓦窯跡や上土器瓦窯跡が存在 す る。

調査 は建物予定地 に 2× 2mの 試掘坑 を 2箇所設定 し、約 lm掘 り下げた。

遺   構
遺構 は検 出されなか った。基本層序 は次の通 りである。

I層 茶褐色土層 小礫 を合む。
H層  灰褐色土層 水分合む。
Ⅲ層 灰褐色土層 鉄分・本分含む。
Ⅳ層 暗褐色土層 水分 を含 み、粘性 。しま りがある。
V層  暗褐色土層 茶褐色粒子 を合 み、 しま りがある。
VI層  黒褐色土層  粘性 が強 く、 しま りがある。

遺    物
出土遺物 はなか った。

ま  と  め
調査区周辺 には数多 くの遺跡が存在 してお り、 これ までの分布調査等 によって北 田遺跡

と登録 された範 囲内に位置 しているが、遺構 は確認 されなかった。地元住民の話 による と、

調査 区は瓦の原料 となる土 を売 る為 に削ってお り、遺物包含層 と遺構部分が削 られてい る

可能性 も考 え られ る。 (鈴木 由香 )

_ ~  生 J
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16緑が丘二丁目遺跡 (第 5次 )

調査位 置  甲府 市緑 が丘 二丁 目8971他
調査 原 因 宅地 造成
メ寸象顧苛責 209.68m2
調査 面積  12m2
調査期 間 平成 6年 11月 16日 ～ 11月 25日
調査担 当 平塚 洋 一

遺跡の立地

今回の調査地点 は、 甲府盆地の北縁の一端 を形成す る湯村 山・法泉寺山の麓 に所在 し、

標高296m付近 に位置す る。道路 を挟 んだ西側 の区画 における試掘調査 (本報告書の緑が丘
二丁 目遺跡第 3次調査 )では、古墳時代前期の上器 と中世の もの と思われる土坑墓が検 出
されている。

遺跡の概要

今 回の調査 は、緑 が丘スポーツ公園北側の住宅地の一画で行 った ものである。近隣の住

民の話によると、試掘調査 を実施す る以前 には自動車の板金工場があったようである。調

査 区に 2m四 方の試掘坑 を 3箇所設定 し調査 を行 った。
調査の結果、地表 か ら50cmま では工場 を解体す る際 に受 けた撹乱層が共通 して確認で き

た。 それ よりTttは、 東 に設定 した試掘坑て引ま地表 か ら100cmま で米占土層、 それ より
~下
層 に

拳大か ら人頭大 ほ どの礫 に砂利が混 じる土層が確認で きた。 また、調査区の北端の部分 に

長辺が約 30cmの石 を使用 した石列 らしきものが確認で きた。

中央、西側 の両試掘調査坑か らは撹乱層 より下層 は灰色か ら暗褐色の粘土層が堆積 して

いた。

出土遺物

縄文土器、須恵器、偶蹄 目 (〕焉か ?)の 顎骨が出土 した。須恵器 と獣骨は地表か ら約 100
cmと ほぼ同 じレベルで出土 している。縄文土器 は地表 か ら約 140cmの 地層か ら出土 した。

ま  と  め
今回の試掘調査 で出上 した須恵器 と獣骨は、ほぼ同 じレベルで検 出され供伴遺物 と判断

で きる。 これ らは過去 の調査事例 か ら、雨乞い等の水 に関す る祭祀 に用いられたのではな

いか、 と考 え られ る。
これ までの緑が丘二丁 目遺跡の調査結果 により、古墳時代の土器が数多 く出土 したこ と

か ら、古墳時代の集落跡が展開 していたことが想定 されていた。『甲府市史』に記述のある

縄文土器 について も、今 回の調査で曽利式上器が出上 したことによ り裏付 け られ、緑 が丘

二丁 目遺跡 に縄文時代 の集落跡が展開 したことも想定 され る。
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試掘坑 8

試掘坑 1

1 表  土 (攪乱 )
2灰 色 粘 土 層
3 青灰色粘土層
4 明灰色粘土層
5 淡黄色粘 土層
6 明灰色粘土層 (赤色土か混じる )
7 皓褐色粘土層 (黒色土フロツク混入 )
8褐 色 粘 土 層

試掘 坑 Ξ

l 表  土 (攪舌し)
2 灰 色 粘 土 層 9日耕作土)
3 淡黄色粘土層
4 明灰色粘土層
5 贈灰色粘土層
6 階褐色粘土層
7 茶掲色粘土層

試掘坑 9
1表  土
2攪  乱
3 灰 色 粘 土 層 (旧耕作土 )
4 茶褐色粘土層 (旧妹土 )
5皓 掲 色 土 層
6 礫  層 (贈褐色の砂利か混じる )

m

C'B 試掘坑 2
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7

4
6

図 1 言式掘坑配置図、セクシヨン図
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図 2出 土 遺 物

緑が丘二丁目遺跡 (第 5次)出土遺物観察表

番号 器  種
法    量 (cln)

調 整 な ど 土 焼成 色   調 備  考
産  地 日 径・器 高・底 径

1 土  器 深 鉢 頸部か 「ハ」の字文 長石・石英 良 2 5YR赤褐 4/8 縄文中期後半

2 土  器 甕か Л同部 隆線文+条線文 長石・石英・金婁母・ 赤色粒子 良 5YR明 赤褐 5/6 縄文中期後半

3 土   器 深 鉢 (195)・  ― ・ ― 日縁部～

胴部
隆線文 +条線文 長石・石英・ 赤色粒子 良 7 5YRにない橙 6/4 縄文中期後半

4 須 恵 器 甕か 胴部
内面ナデ
外面叩き

長石 良 N灰 6/

須 恵 器 甕か 頸部 櫛描文か 長 る 良 5PB明 青灰 7/1
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17緑が丘二丁目遺跡 (第 6次 )

調査位置  甲府 市和 田町字水 日728-1
調査 原 因 集合 住 宅建 設
テ寸象面積  975m2
調査 面積  16m2
調査期 間 平成 6年 11月 21日 ～ 12月 8日
調査 担 当 兄玉好美

('′
l 氏
十

物遺

調査の概要

調査地点 は、昭和 60年度 に甲府市教育委員会が実施 した遺跡分布調査 によって範 囲が拡

大 した緑が丘二丁 目遺跡 に位置す る。緑が丘二丁 目遺跡 は、本地点 を含 め平成 6年度だけ
で 7回 に及ぶ調査が行われ、縄文～平安時代 に至 る遺物が出上 している。現在、周辺 は住

宅地であるが、遺跡 内に和田無名墳がかつて存在 していた。また、西側約 600mに は湯村 山

古墳群、南西約 800mに は万寿森古墳が存在す る。
調査 は 2× 2mの 試掘坑 を 4箇所設定 し、約 lm掘 り下 げた。

遺    構
造構 は検 出 され なか った。

古墳時代 ～平安時代の上師器、須恵器、陶器 を主 とし、モモの種、オニグル ミ、 ヒメグ

ル ミ、ク リ等の植物遺体が出土 した。 また、縄文時代早期 と思 われ る土器片 も見 られた。

1～ 3は邦である。 1は底部か ら日縁部 にかけての立ち上が りが きつ く、厚 みが薄 い。
2・ 3は器の厚 みは薄い ものの底部が厚 く、ヘ ラケズ リ調整 されている。 4は 日縁部が外

傾 し、体部 は半球形 となる古墳時代後期 の不 と思 われ る。 5の邦は底部か らの立 ち上が り

部分 によ くらみ を持 ち、底部はヘラケズ リ調整 している。 6の邪は器面 にロクロロを残 し、

底部が厚 くヘ ラケズ リ調整 されている。 7の邪 はやや厚みがあ り、器面 にはロクロ ロを残

す。底部 はヘ ラケズ リ調整 されている。 8は 高雰の脚部である。部分的 に強 く火 を受 けた

と思 われ る箇所が見 られ る。赤色粒子 を多 く合 み、胎土がやや粗 い。 9は邪状 を呈す る手

捏ね土器である。長石 を多 く合み胎土が粗 い。 10・ 11は甕の 口縁部で、内面・外面 にハケ

調整が施 されている。 12は緑釉陶器の皿 と思 われ るが、ガヽ 片のため詳細 な時期や産地 を特

定す るのは困難である。 13は灰釉陶器の碗 である。体部下半か ら高台部が無釉 で あ る。高

台は高めで、底部か ら畳付がやや内側 に湾 曲す る。 14は須恵器の蓋である。 15は 明の染付

皿 と思われ、畳付 は無釉である。

ま  と  め
遺物の出上のみで、遺構検 出には至 らなかった。緑が丘二丁 目遺跡 については数 回に及

ぶ試掘調査が行 われているものの、本地点の出土遺物 と同時期の遺構確認には至 っていな

い。 しか し、緑 が丘二丁 目追跡 (第 3次)の調査 においては中世の上坑墓が発見 され、南
側 に隣接す る緑が丘一丁 目遺跡 (第 3次)では、古墳時代後期の土器 を伴 う土坑等 の遺構
が確認 されてい る。今回の調査 において も祭祀 的要素が強い とされる手捏ね土器が出土 し

てお り、今後 の調査 によって本地域 における遺構 の検 出は期待 されるところであ る。

(鈴木 由香 )

湘距
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表 1 緑が丘二丁目遺跡 (第 6次)出土遺物観察表 ()復元値、単位 (伽 )

番号
種  別

器  種
法     量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼成 色 調 備  考
産  地 日 径・器 高・ 底 径

1 土   器 不 (109)・  40 ・ (73) 日縁部～
底部
ロクロナデ 赤色粒子 良 7 5YRにない橙 7/4

2 上   器 郷
体部～

底部
外面ヘラケズ リか 赤色粒子 良 7 5YRにない橙 7/4

3 上   器 邦 ― ・ ― ・ (70) 体部～底部 底部ヘラケズ リ 赤色粒子 具 10YR浅責橙 8/3

4 上   器 不 (127)。  ― ・ 一 日縁部～
体部 ナデ 赤色粒子 良 10YRに おい責橙 7/3

5 土   器 不 (148)・  31 。(98) 日縁部 ～
底部

ロクロナデ
底部ヘラケズリか 長石 良 10YR灰 白 8/1

土   器 不 (150)・  29 。(113) 日縁部～
底部
ロクロナデ 長石 良 10YR浅黄橙 8/3

7 土   器 耶 (132)・  48 ・ (66) 日縁部
～

底部
ロクロナデ 赤色粒子 良 7 5YRにおい褐 6/3

土   器 高邪 脚部 ナ デ 長石・赤色粒子 良 7 5YRに漆い橙 7/4

土   器 不明 底部 ナデ 長石・石英・赤色粒子 良 7 5YRにない橙 7/4

上   器 甕 (260)・  ― ・ ― 日縁部
内面ナデ
外面ハケ

長石 石英 良 2 5YRに ない赤褐 4/4

土   器 甕 (260)・  ―  ・  ― 日縁部 夕ヽ ケ 長石・石英・ 赤色粒子 良 7 5YRに鎌い橙 6/4

緑釉陶器 皿 か (130)・  ― ・ ― 日縁部～
体部 密 良

灰釉陶器 碗 ― ・ ― ・ (80) 体部～底部 密 良 N灰白 8/

須 恵 器 不蓋 (160)。  ― ・ ― 日縁部～体部 ロタロナデ 密 良 N灰 6/

磁   器 皿 か (66)。  ― ・ ― 体部～
底部 染

仕 畳付無釉 級 密 良 中国磁器
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18加藤光泰の墓

調査位 置  甲府 市善光 寺 三丁 目2678番
調査 原 因 墓域整備
メ寸多磁F覇布甍  40m2

調査面積  10m2
調査期 間  平成 6年 11月 21日 ～ 12月 9日
調査担 当 伊 藤正幸

調査の概要

甲府市善光寺 にある加藤光泰 の墓 に対 し、平成 6年、善光寺 は墓域の整備 を計画 した。

墓域の周囲にある樹木の根が入 ったため、石段の歪みや石垣の は らみ等危険な状態が確認

されたことによる。 この計画 は、解体・掘削 を含む大規模 な もので、現状 を大 きく変更す

るものであった。

加藤光泰 は美濃斎藤氏 に仕 えていたが、斎藤氏の減亡後 は豊 臣秀吉 に仕 え、天正 19年

(1591)甲 斐の領主 となった。甲斐入国 と同時 に、徳川家康の家臣の平岩親吉が縄張 りし

た甲府城の築城 に着手 したが、その後文禄の役 (1592年 )に秀 吉の代官七人衆の一人 とし
て渡鮮 し陣中で死亡、 甲斐善光寺 に埋葬 された と言われ る。

これ らの状況 を踏 まえ、甲府市教育委員会では善光寺 と協議・調整 を し、埋蔵文化財の

確認調査 を実施す ることとした。

調査成果

(1)調査方法  調査 に着手 したのは11月 21日 である。墓石 直下 に 2m四 方の調査 グ リッ ド
を設定 し、人力で掘 り下 げ調査 を行 った。墓域の下部構造 を確認す るため、部分的に拡張

し調査 を進めた。調査 は12月 8日 に終 了 し、翌 日埋め戻 しを終 了 させた。

(2)層序  全体的 に人頭大か ら拳大の礫が混入 し、盛土 されたことが確認で きた。地表下
0.7m程の位置に欅 の根 (太 さ約 10cm)が入 り込む。人頭大 の礫 が顕著 に認め られ るのは地

表下 0。 8mか ら1.2m程の地層であ り、北か ら東の面 については地表下0.4m程の位置 に拳大
の礫が確認で きた。土色 としては全体的に褐色若 しくは明茶褐色 を呈 し、部分的に黒色の

炭化物が散布す る。炭化物が散布す る面 は人頭大の礫の上面 にほぼ一致す る。

(3)遺構  拡張 トレンチ を含 む調査区か ら、遺構 は検 出されなか った。 当初想定 していた
埋葬 に伴 う掘 り込みや、追葬等 を示す痕跡 は認め られなかった。

(4)出 土遺物  石造物、陶磁器、土器及び古銭 を検 出 した。
五輪塔 (地輪)は蓮 台に載せ られ るように確認 されたが中心 は若干ずれていた。縦・横・

高 さとも40cmを 測 り、正面 には『地』の文字が深 々 と刻 まれ、 その両脇 には「加藤前遠 )ゝH
太守曹渓院殿月剛宗勝大禅定門於朝鮮国釜山浦逝去因姦彫亥U一躯以伸供養者也文禄二年癸

巳八月十九 日」の銘が刻 まれ る。 この銘 は『甲斐国志』 に記述 され る五輪塔の脇 に建 てた

石碑の銘文 と一致す る。上面及び底面 は丸 く彫 り窪め られてい る。

その地輪 を据 えるように置かれていた蓮台は直径 56cmを 測 り、約 25cmの 円形の窪み を有
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する。窪みの中には拳大前後の礫が充壊 されていた。外面 には単弁 16葉の蓬弁が亥1ま れ、

九底 を呈す る。地輪、蓮 台 とも上部 は深 く幅の広 い割れ 日が確認で き、意図的に割 られた

ことが想定で きる。 なおこの 2つ の遺物 については、住職の希望 もあ り、墓域整備工事 の

際に再埋納 した。

上器 (図 2)土 器 は11点 出上 した。いずれ も小振 りの土師質土器 (か わ らけ)で、底部
に糸切 り痕が認め られ るロクロ成形 によるものである。近世以降の所産 と考 えられ る。

陶磁器 (図 2)陶 器 9点 、磁器 6点が出上 した。 いずれ も小破片ではあるが、それぞれ図
示 した。

陶器  器形 と して は、壷・碗・皿 。鉢 が確 認 で きたが、 いずれ も破 片で あった。 図 14の

陶器 は鉄釉 が施 され て い る。 また 18～ 20は括鉢 で あ る。

磁器  碗 及 び猪 口で あろ う。 21を 除いて は 日唇 部 及 び底部 の小破 片で あ る。 21は高 台都

分か ら胴都下半 までが残存 している。いずれ も近代以降の ものであろう。

古銭 (図 2)1枚 のみ出土 した。元豊通宝 と思われ る。

ま  と  め
遺構 の項 目で記述 した とお り、埋葬 地 と しての根 拠 に欠 け る。 また、今 回出上 した五 輪

塔 (地輪 )が、『甲斐 国志』 に記述 され る五輪 塔 の脇 に建 て られ た石 碑 として想定 され る も

のの根契は弱い。いずれにして も碑文か ら考 えると、現存する墓石 は後世に建て られた供

養塔である可能性が高い。                      (伊 藤正幸 )

1 明褐色土層
己 明褐色土層
3 明褐色土層
4 明掲色土層
5榛  層

図 1 調査区全体図、セクシヨン図

砕石多量に含む

人頭大の礫を含む

黒色及び赤褐色の炭化物を多量に含む

小傑を若千含む
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表 1 加藤光泰の墓出土遺物観察表 ()復元値、単位 (clll)

番号 器  種
と去            達き  (clll)

部位 調 整  な ど 土 焼成 色   調 備  考
産  地 日 径・ 器 高・底 径

1 土  器 かわら1, (51)・ (12)・  33 日縁部～
底部

ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石央・ 雲母 良
内)10YR浅責橙 8/4
外)10YR黒褐 3/1

2 土  器 かわらけ 12
日縁部～

底部

ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石英 。雲母・ 金_4母 良 7 5YR橙 6/6

3 土  器 かわらけ 日縁部～

底部

ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石英・金雲母 良 5YR明 赤褐 5/6

4 土  器 かわらけ (55)。 (11)。 (42)
日縁部～
底部
ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石英・雲母 良 5YR明赤褐 5/6

5 土   器 かわらけ 13 完形
ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石英・雲母 良 10YR浅黄橙 8/4

6 土   器 かわらけ (60)。 (10)。 (46)
日縁都～

底部

ロクロナデ
底部回転糸切り 長石

・石英・金雲母 良 7 5YR明褐 5/6

7 土   器 かわらけ (64)。 (11)。 (50)
日縁部～
底部
ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石英・金婁母 良 5YR明赤褐 5/6

8 土   器 かわら1サ 14
日縁部～

底部

ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石英・全雲母・赤色粒子 良 7 5YR明褐 5/6 日縁部に油煙付着

9 上   器 かわら1)
日縁部～
底部
ロクロナデ
底部回転糸切り 長石・石英・ _T母・金婁母 良 5YR明赤褐 5/6

土   器 かわらけ ほIF完形
ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石英・金雲母 良 7 5YRオ登 6/6 日縁部 に油煙付着

土   器 かわらけ (107)。 (24)・ (70)
日縁部～
底部
ロクロナデ
底部回転糸切り

長石・石英・ 雲母 良 7 5YR橙 6/6

陶   器 花瓶か (50)・  ― ・ 一 日縁部
～

体部
施釉 密 良

陶   器 皿 か 49 ・ ― ・ ― 底部 内面施釉 密 良

陶   器 皿 (110)・  ― ・ ― 日縁部～
体部 施釉 (鉄

釉) 密 良

陶   器 碗 (80)・  ― 。 一 日縁部～

体部
施/11
外面に花の押印

密 良

Ial 器 碗 (110)・ (44)。 (74)
日縁部～

底部
施釉 密 良

陶  器 碗か鉢 (120)・  ― ・ ― 日縁部～体部 施釉 密 良

陶   器 指鉢 (314)・  ― ・ ― 口縁部～

体部
施釉 密 良

陶   器 糧鉢 (320)。  ― ・ 一 日縁部
～

体部 施釉 密 良

陶   器 福鉢 II部 ロクロ 長石・石英 良

磁  器 碗 ― ・ ― 。(42) 底部
染付
畳付 に砂 目

緻 密 良

磁  器 碗 (88)。  ― ・ ― 日縁部～体部 染付 緻 密 良

磁   器 硫 (10.0)。  ― ・ ― 口縁部
～

体部 染付 繊 密 良

磁   器 猪 日 ― ・ ― ・ (46) 底部 染付 級 密 良

磁  器 碗 (120)・  ― ・ ― 日縁部 染付 緻 密 良

磁   器 碗 (109)。  ― ・ ― 日縁部 染付 級 密 良

銭  貨 元豊通宝(1)
さ

・５
厚
仏

径
６９
穿
仏

径
３８
直
歩

写真 2 地輪出土状況写真 1 調査前風景
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19緑が丘二丁目追跡 (第 7次 )

調査位 置

調査 原 因

対象面積

調査 面積

調査期 間

調査 担 当

甲府 市 緑 が 丘 二 丁 目23931他

宅地 造 成

1548.15m2

180コn2

平 成 6年 12月 6日 ～

平 成 7年 1月 10日

平 塚 洋 一

|｀ Fiう

淮 攣i磯

ト
ム
ムフ

遺跡の立地

今回の調査地点 は、緑が丘二丁 目遺跡 として括 られた範 囲のなかで もほぼ中央 に位置 し、

今 回の調査 区 に隣接 した西 の区画 には和 田無名墳 の存在 が想定 されてい る。標 高 は 294

～296mを 浪Jる 。

調査の概要

今回の調査の対象地 は、約 8× 8mの畑地 と10× 100mの 畑地であ り、市北 に長い区画の
宅地造成であるため、幅 2mの 試掘調査 トレンチを区画の中央 に設定 し調査 を行 った。
狭 い区画の調査 につ いては、地表か ら約 100cmま で掘削 し調査 を行 ったが、土師器細片が

出土す るものの人工的な遺構 は確認で きなかった。 また、 この地層で湧水 し始めた。

広 い区画の調査 については、約 70cmの深 さで掘削 し、精査 を行 った。調査の結果、調査

区の南側 を中心 に長径 5～ 20cm程度の川原石が まとまって検 出で きた。 また、検 出で きた

自然堆積層が暗褐色 の粘土層であるの対 し、調査 区の南端か ら約 3～ 7mに わた り黒色土
が確認で きた。黒色土 を掘 り下げると、 トレンチ西側 か ら炭化物の集 中 と焼上が確認で き、

その周囲か ら古墳時代前期の土器がやや まとまって出土 した。

和田無名墳の存在 す ることも予測 された調査区の北側 では、周囲 と土層 に変化がみ られ

ず、その存在 は確認で きなかった。

出土遺物

出土 した上器 は、弥生時代後期末葉か ら古墳時代前期前葉 を中心 とした一群が中心 とな

る。図 2-3、  5、  6、  7、 19イま赤色顔料が塗布 されている。図 2-3～ 7は広 口壷で、
その 日縁端部 には棒状浮文や クシ状工具やハケ状工具での刺突文が施 される。 これ らの祖

形 は東海地方菊川流域 の菊川式土器 に求め られ、土器様式が山梨 に受容 されてか らさ らに

退化 した形態であろ う。年代的には 4世紀後葉か ら 5世紀前葉頃が考 えられ る。

古墳時代後期 に属 す る出土遺物 に、図 2-19、 図 3-26～ 28がある。

ま  と  め
今 回の調査 目的 に調査対象地 における集落跡の存在 と、和田無名墳の存在 を確認す るこ

とがあったが、その どち らについて も明確 に確認す るこ とがで きず、残念な結果 となった。

今後周囲における開発 に対 しては十分 な注意 を払 い、緑が丘二丁 目遺跡の性格・規模等 を

把握する必要があるだろう。
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図 2出 土 遺 物 (1)
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表 1

図 3出 土 遺 物 (2)

緑が丘二丁目遺跡 (第 7次)出土遺物観察表 ()復元値、 (cln,

番号
種  別

器   種
法 量 (cn

部位 調 整 な ど 胎 土 焼 成 色   調 備  考
産  地 日 径・ 器 高・底

1 土   器 壷 77 ・ ― ・ ― 日縁部
～

頃部 縄文 長石・石英・ 赤色粒子 良 7 5YRにぶい褐 5/4

2 土   器 台付甕 脚部
内面ハケ・ヘラミ
ガキ、

長石・石英・ 赤色粒子 良 7 5YR浅責橙 8/4

3 土   器 壷 日縁部
刺突文
内外面赤色塗彩

長石・石英・ 赤色粒子 艮 5YR橙 7/8

4 上   器 壷か 頸部 ナデか 長石・石英・ 赤色粒子 良 10YR浅責橙 8/3

5 土  器 重 か (220)・  ― ・ 一 日縁 部 筒妹醤茶ヒ塁影
部
長石・石英 良 7 5YRにない橙 7/4

6 土   器 壷か (270)。  ― ・ ― 日縁部 尊祷界蓄荼と塁鬱長石・石英 良 財認尋♂ィ鍬丼難的

7 土   器 壷 (300)・  ― ・ 一 口縁部
刺突文、日縁部内
外面赤色塗彩か

長石・石英 良 10YR灰 白 8/2

土   器 台付甕 168・  ― ・ ―
日縁部～

胴部
内面指頭反
外面ハケ

長石・石英・ 金雲母・赤色粒子 良 7 5YRに鎌い橙 7/4

土   器 台付甕 (139)・  ― ・ ―
日縁部―

胴部
内面指頭痕
外面ハケ

長石・石英・金雲母・ 赤色粒子 良 10YRに ない責橙 7/4

土   器 台付獲 (148)。  ― ・ ― 日縁部～

胴部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・ 金雲母・赤色粒子 良 10YRに ない責橙 7/4

土  器 台付甕 (202)・  ― ・ ―
日縁部～
胴部

内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・金婁母・赤色粒子 艮 5YR橙 6/8

土  器 台付甕
日縁部～
胴部

内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・ 金雲母 良 5YR橙 6/6

土   器 台付獲 ― ・ ― 。(90) 脚部
内面ナデ
外面ハケ

長石・石英・赤色粒子 良 7 5YRにない橙 7/4

土   器 台付甕
胴部～

脚部
内面ナデ
外面ハケ

長石・ 赤色粒子 良 7 5YRオ登 6/6 輪積痕あり
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表 2 緑が丘二丁目遺跡 (第 7次)出土遺物観察表 ()復元値、単位

番号
種  別

器  種
法 (cm)

音卜位 調 整 な ど 土 焼成 色 調 備  考
産  地 日  径 ・ 怒

土   器 丸底鉢 (148)・  ― ・ ― 日縁部
～

体部
チデ 赤色粒子 良 7 5YR本登 7/6

土   器 零 (99)・  ― ・ ― 日縁部 ～

体 部
ナデ 長石・石英 良 10YR浅責橙 8/3

17 土   器 器 台
日縁部～

脚都
ナデ 長石・石英・赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土   器 高杯 149・  95 ・ 111 日縁部～底部
ナデ
脚部内面ハケ

長石・ 赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土   器 高杯 脚部

ナデ
脚部内面ハケ
内外面赤色塗彩

長石・石英 。赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

土   器 高杯 脚部 ナ デ 長石・石英・赤色粒子 良 7 5YRにぶい橙 7/4

土  器 鉢 か (218)。  ― ・ ― 日縁部～

体著[
ナデ 長石・石英・ 赤色粒子 良 10YRに ぶい黄橙 7/4

土   器 射 (150)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
ナデ 長石・ 赤色粒子 良 7 5YR浅責橙 8/4

土   器 壷 11 2
口縁部～

底部
内面指頭痕
外面ハケ

長石・石英・赤色粒子 良 7 5YRにぶい橙 7/4

土   器 主 (170)・  ― ・ ― 日縁部
～

胴部
ナ デ 長石・石英・ 赤色粒子 良 7 5YR浅黄橙 8胸

土   器 甕か壷 (174)・  ― ・ 一 日縁 部 ～

頸部
ハ ケ 長石・ 赤色粒子 良 7 5YR空監 6/6

土   器 重 (210)・  ― ・ ― 日縁部～

頸部
ナデ 長石・石英・赤色粒子 良 7 5YRにない橙 7/3

須 恵 器 不 111 ・ 33 ・ ― 完形
ロクロナデ
底部ヘラケズリ

長石 良 N灰 5/

須 恵 器 不
日縁部～
底部
ロクロナデ
底部ヘラケズリ

緻 密 良 N 灰 白 7/

緑釉陶器 皿 か ― ・ ― ・ (68) 体部
～
底部

密 良

土   器 鍋 か (280)・  ― ・ 一 把手 ナデ 長石・石英・ 赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

写真 1 調 査 区 全 体 写真 2 礫石検出状況

写真 3 遺物出土状況 (1) 写真 4 遺物出上状況 (2)
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20朝気遺跡 (第11次 )

調査位 置  甲府 市朝気 三丁 目81
調査 原 因 個 人住 宅建 設
対象面積  901m2
調査面積  4m2
調査期 間  平成 6年 12月 12日 ～ 16日
調査担 当 兄玉好美

調査の概要

甲府市南東部 に位置 し、標高約 259mを 測 る。これ まで数回に及ぶ調査が行われ、弥生 ～平
安時代 に至 る集落遺跡が確認 された。平成 3年度 に南東約200m地点 を調査 した際は平安時
代の本田跡が検 出され、朝気遺跡 は居住域 と生産域が存在す る遺跡であることが明 らか と

なった。

調査 は建物予定地 に 2× 2mの 試掘坑 を設定 し、地表 か ら1.7m掘 り下げた。

木 製杭 が 3本確 認 された。垂 直 に切 られた痕跡 が あ り、近世以 降の もの と思 われ る。

出 土 遺 物

1は 平安時代 の不で あ る。 日縁部 は玉縁化 し、外面下半 にヘ ラケズ リ調整 され る。底部
は中央部 に糸切 り痕 を若千残 し、ヘ ラケズ リ調整 され る。 2の 郭 は底部 に回転糸切 り痕 を
残 す。 3、 4は 甕 の 日縁部 で あ る。 3は 折 り返 し日縁 で外面 にハ ケ調整 、 4は 内面 と外面
にハ ケ調整 され る。

ま  と  め
周辺の調査 結果 か ら遺構 の確 認が予想 されたが、杭 以外 に遺構 は確 認 され なか った。

(鈴木 由香 )

構遺

0                10m

()復元値、単位 (cm)

gf
曼 ■

図 1 出 土 遺 物

表 1 朝気遺跡 (第 11次)出土遺物観察表 ′

番号
種    別

器  種
法     量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色   調 備  考産  地 日 径・ 器 言・ 底 径

1 土  器 邪
日縁 部 ～

降 蔀
ズ
切
ケ
糸
ラ
転
へ
同
向
部
外
底 赤色粒子 良 7 5YR浅責橙 8/4

2 土  器 不 ― ・ ― 。(50) 底部
ナデ
底部回転糸切 り 赤色粒子 良 5YRた登 6/6

3 土   器 甕 (120)・  ― ・ ― 日縁部
内面ナデ
外面ハケ

密 良
獨,OYIt tt b/0
外)10YRにない黄橙 7/3

4 土   器 甕 (258)・  ― ・  ― 日縁部 ケヽ 長石・石英・金雲母 具 7 5YR褐 4/6
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21大坪遺跡 (第 6次 )

調査位 置  甲府 市横根 町 字左右 手 305
調査 原 因 個 人住 宅建 設
メ寸鬱R顧室れ甍  432.24m2

調査面積  2.76m2
調査期 間  平 成 6年 12月 19日 ～ 21日
調査担 当 兒玉好 美

調査の概要

調査地点 は甲府市東部 に位置 し、標高約 261mを 測 る。 1982年 、東側約 300m地点 に流れ
る十郎川 の改修工事地点か ら、「甲斐国山梨郡表門」 と刻書 された甲斐型土器が発見 され、

大坪遺跡周辺が 『和名抄』 に記載 され る表門郷であることが判明 した。 また、近年 におけ

る調査の成果か ら、甲斐型土器 を生産 した遺跡 と考 え られている。

調査 は1.2× 2.3mの試掘坑 を設定 し、地表 か ら lm掘 り下げた。

ま  と  め
遺構 は確認 されなかった。遺物 も平安時代 の土師器小片が数点出土 したのみであ る。

(鈴木 由香 )

22油田遺跡

調査位 置  甲府 市蓬沢 一丁 目123-1
調査 原 因 個 人住 宅建 設
え寸象面積  223.51m2
調査 面積  90m2
調査期 間 平 成 7年 2月 8日
調査 担 当 兄玉好美

調査の概要

甲府市南東部 に位置 し、標高約 255mを 測 る。東側約 100mに濁川が南流 し、周辺 には古
墳 ～平安時代、近世の遺跡が数多 く存在す る地域である。

旧建築物の基礎 を取 り除 く作業の際、重機 によ り 1～ 1.5m程度掘 り下げ、土層 と廃 土 を
調査 した。

ま  と  め
遺構 は確認 されず、旧建築物の基礎設置のため地表か ら約 lmは撹乱 を受 けていた。遺
物 も確認 されなかった。                      (鈴 木 由香 )
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23大坪遺跡 (第 7次 )
/ 

キ

訪司整垂心と擢垂  弓ヨ床子言〒注孝ナト田丁600、  605、  609

調査 原 因 埋蔵 文化財確 認
対象面積  6600m2
調査面積  300m2
調査期 間  平成 7年 3月 13日 ～ 3月 27日

調査 担 当 平塚 洋一

遺跡 の立地

十郎川 に よって形 成 され た扇状地 の、十郎川 が南東 か ら南西 に向 きをか え る標 高約 260m

地 点 に立地 す る。大坪 遺 跡 は昭和 50年 (1975)、 国道 140号線 改良工 事 に際 し発掘調査 され、

未焼 成 の土器 が 出上 した。今 回の調査地 点 の隣接 地 が本調査 され てい る。上 記の調査結果

か ら、本遺跡 が平安時代 に土器 を生産 した遺肋 で あ るこ とが想 定 されて い る。

調査の概要

幅 2m、 長 さ約 50mの 試掘 調査 トレンチ を東西 に 3箇所 設定 し、調査 を行 った。 重機 で

表土 を掘 削 し、 その後 人 力で精査 した。調査 の結果 、調査 区 の西側 を中心 に遺構・遺物 が

確 認 で きた。 この調査 の 目的 は、埋蔵 文化財 の有 無 を確 認 す る もので あ り、調査 の結果 に

よって は開発 その もの が取 りや め にな る可能性 が高 か った ため、調査 に よって確 認 され た

遺構 につ いては、完掘 せ ず その まま埋 設保存 す るこ とと した。

遺構・ 遺 物

前述 の通 り、遺構 は確 認す るだ けに留 め掘 り下 げなか った ため、詳細 は不 明で あ る。 し

か し、遺構検 出の傾 向 と して西側 に偏 って多 く検 出 され、東側 は遺構検 出 も疎 にな り徐 々

に湧水 し始 め 自然流路 にな る様相 が うかが えた。

出土遺物 は土 師器 邦・皿 が最 も多 く、次 いで邪蓋 が多 い。壷・ 甕等 の貯蔵具・煮炊具 の

出土 は少 ない。桜 井畑 瓦 窯跡 も距離 的 に近 いためか、瓦 も出上 してい る。 出上 した郭 は体

部外面 下半 に手持 ちヘ ラ削 りが施 され る ものの、底部 に ロク ロ成形後 の糸切 り痕 が残 され

る。 内面 に明瞭 な暗文 が確 認 で きる個体 は少 ない。成形技法 か ら 9世紀後 半の所産 の もの

が多い。出土 した瓦のなかに軒丸瓦片 もある。色調 は赤褐色 を呈 し、内区のみ約 1/6程度の

破片資料で複弁八葉蓮華文であることが確認で きる。破損 し外区 まで存在 しないため全体

像 は不明だが、寺本廃寺 と国分寺の両方か ら出上 している軒九瓦 と同範 と思われる。

ま  と  め
大坪遺肋が所在す る甲運地区は、古墳～平安時代 にかけての遺跡が密集す る地域である。

本遺跡北 に所在す る東畑遺跡や道々芽木遺跡か らは古墳 ～平安時代の集落跡 とともに、山

梨県最古である金銅製の仏像や金銅製海老錠が出上 してい る。 また、本遺跡の東 には白鳳

期 に操業 し寺本廃寺 に瓦 を供給 した川 田瓦窯跡、甲斐国分寺 に瓦 を供給 した上土器瓦窯跡

が所在す るなど、古代 において一帯が生産地域 を形成 し、なおかつ役所的な機構が存在 し

たことも想定 され る地域である。今後の調査 によりこの地域が担 った役割等が解明され る

ことが望 まれる。
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図 2 トレンチ配置図、セクシヨン図

キ 表  土
2 黒色 粘 土層
3 黄褐色粘土層
4 階灰色粘土層
5灰 色 粘 土層
6 票 色 粘 土層 (ピート層 )

トレンチ 2セクション図

1 表  土
2 黒掲色粘土層 黄色土フロツクを含む
3 票褐色粘土層
コ 暗灰褐色粘土層
5 暗灰掲色粘止層 酸化土混入
G 黒 色 粘 土 層 自色粒混入 (ピート層 )
7 睛灰色シルト層 自色粒混入
B 青灰色シルト層
9 災 山 灰 層 (AT層 )
〕0 皓褐色シルト層

m

写真 1 竪穴住居跡確認状況
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写真 2 トレンチ 3遺物出上状況
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表 1 大坪遺跡 (第 7次)出土遺物観察表 ()復元値、単位 (cm)

番号
種  別

器   種
法

部位 調 整 な ど 土 焼成 色 調 備  考
産   地 日 径・器 高・ 底 径

l 土   器 不 (98)。  一 ・ ― 日縁吉F～
体吉Б

ナデ 長石・赤色粒子 良 5YR 橙

2 土   器 邪 (100)・  ― ・ ― 日縁部～

底部
ナデ 長石・赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

3 土   器 不 (110)・  ― ・ ― 日縁苫[～
体部

ナデ 赤色粒子 良 7 5YR橙 7/6

4 上   器 邪 100・  40 。 55 日縁部～体部
ナデ
底部ヘラケズリ

長石・赤色粒子 良 5YR橙 6/6

5 土   器 邦 (108)。 (395)。 (48)
日縁 部 ～

底部
ナ デ 密 良 7 5YR橙 7/6

6 土   器 示 60
日縁部 ～

底部
ナデ 長石・石央・赤色粒子 良 5YR本登 6/6

7 土   器 不 (106)。  42 ,(53) 日縁者F～底部
内面ナデ
外面ヘラケズ リ

長石・赤色粒子 良 7 5YRにない橙 7/4

8 土   器 邪 (115)' 41 ・ 57 日縁著Б
～

底都
ナデ 底部回転糸
切り後ヘラケズリか

密 良 5YR 橙

9 土   器 不 44
日縁言F～
底部

ナデ 長石・石英・ 赤色粒子 良 5YR 橙

土   器 郭 11 0
日縁菩5～
底部
内面ナデ
外面ヘラケズリ

長石・石英・赤色粒子 良 5YR 橙

11 土   器 不 (120)。 (48)。 (51)
日縁部～

底部
ナ デ 長石・石英・赤色粒子 良 財

`督

菅寿芦帥

土  器 郭 (114)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
ナ デ 赤色粒子 良 鼎評為'韓亀%,6

上   器 示 (120)・  ― 。 一 日縁部 ～

体者[
ナデ 赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

14 土   器 不 (114)。 (525)・  58 日縁部～
底部

内面ナデ
外面ヘラケズ リ

赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

土   器 不 60 底部
内面ナデ
外面ヘラケズリ

石夷 良 7 5YR浅責橙 8/3

土   器 不 底部
内面ナデ 外面
底部ヘ ラケズ リ

長石・赤色粒子 艮 瑠繋協熱 76

17 土   器 不 底 部
内面ナデ
外面ヘ ラケズ リ

雲母・ 金雲母 。赤色粒子 良
内)6YR明赤褐 5/6
外)10YRに鎌い黄橙 7/2

土   器 不 (140)。  ― ・ ― 日縁著ヽ ～

体部
ナ デ 赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

土  器 不 (150)・  ― 。 一 日縁部 ～

体 部

内面ナデ
外面ヘラケズ リ

赤色粒子 良
内)10YR黒褐 3/1
外)10YR灰白 8/2 内面黒色

土   器 孫 (150)・  ―  ・ ― 日縁部
～

体吉卜
ナデ 赤色粒子 良 5YR 橙

21 土  器 不 (140)'(43)・ (62)
日縁著5～
底部

ナデ 赤色粒子 良 10YRに ない黄橙 7/2

土   器 邪 (150)・  ― ・ ― 日縁部～

体部
内面ナデ
外面ヘ ラケズ リ

赤色粒子 良 7 5YRにない橙 6/4

土   器 皿 (130)・  ― ・ ― 口縁部～

体部
ナ デ 赤色粒子 良 5YR橙 6/6

上   器 皿 (124)・  ― ・ 一 日縁部～

体部
ナ デ 赤色粒子 良 財硝為

1灘
i著 7'が

土   器 皿 (140)・  ― ・ ― 日縁部 ～

体部
ナデ 赤色粒子 良 瑠押為管6'♂

上   器 皿
日縁部～
底部

ナデ 石英・赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土   器 皿
日縁部～

底部
ナデ
底部ヘラケズリ

長石・ 赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土  器 皿 (150)・  ― ・ ― 口縁部
～

底部
ナ デ 赤色粒子 良

内)10YR明黄褐 7/4
外)7 5YR橙 6/6

土   器 皿 ― ・ ― 。(66) 底部
内面放射状暗文
底部ヘラケズリ

金雲母・ 赤色粒子 良 鼎糾為|ぜとだ橙駒

土  器 皿 ― ・ ― ・ (86) 底部
ナデ
底部ヘラケズリ

赤色粒子 良 瑠

'瞬

諄授蜜橙勲

土   器 皿 底部
ナデ
内面渦巻暗文

長 石 良 10YRに ない責橙 7/2

土  器 不蓋 (160)。  一 ・ ― 日縁部～

体吉[
ナデ 赤色粒子 良 用押為

I瀧
i暫れ

4

土   器 不畜 (180)・  ― ・ 一
日縁 部 ～

体部
ナ デ 赤色粒子 良 7 5YR橙 6/J

土   器 不蓋 (190)。  ― ・ ― 日縁部
～

体部
ナ デ 赤色粒子 良

内)10YR浅黄橙 8/3
外)7 5YR浅 黄橙 8/4

土   器 不蓋 (200)・  ― ・ ― 一部

部
縁
体 ナデ 赤色粒子 良

内)7 5YR浅黄橙 8/4
外)7 5YR橙 7/6
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表 2 大坪遺跡 (第 7次)出土遺物観察表

番号
疱亀   】」

器  種
法   量 (cm)

部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備   考
産   地 日 径・器 高・底 径

土   器 邪蓋 (200)・  ― ・ ― 日縁部
～

体部
ナ デ 赤色粒子 良 7 5YR橙 7/6

土   器 イ蓋 〕２６
つまみ～
日縁部

ナデ
内面渦巻状暗文

長石・赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土   器 邪蓋 つまみ ナデ 赤色粒子 良 7 5YRにない橙 7/4

土   器 邪藍 つまみ ガ 赤色粒子 良 10YR浅責橙 8/3

土   器 不蓋 つまみ ナデ 密 良 10YR褐 灰 5/1

土   器 不蓋 つまみ ナ デ 密 良 10YR明黄褐 7/6

土   器 不蓋 つまみ ナデ 客 艮 10YR明責褐 7/6

土   器 邪蓋 つまみ ナデ 密 良 7 5YR浅黄橙 8/3

土   器 不蓋 つまみ ナデ 密 良 10YRに ない黄橙 7/2

土  器 郭蓋 つまみ ナデ 密 良
内)10YR灰白 8/2
外)7 5YR浅責橙 8/4

土  器 不蓋
つまみ～
体部

内面ナデ
外面ヘ ラケズ リ

長石・ 赤色粒子 良 5YR 橙

土   器 不 藍 14 J
つまみ～
日縁部

内面ナデ
外面ヘ ラケズ リ

長石・石英・ 赤色粒子 良 5YR 橙

土   器 高台付不 底部
ロクロナデ
削り出し高台

金雲母・赤色粒子 良 瑠;!甜哲与68/3
土  器 高台付不 ― ・ ― 。(70) 体部

～
底部
ロクロナデ
削り出し高台

長石・ 赤色粒子 良 5YR 橙

土   器 小形甕 (110)・  ― ・ ― 日縁部～

頸部
内外面ナデ 赤色粒子 良 7 5YRにない橙 7/4

土   器 小形甕 (120)・  ― ・ ― 日縁部～

頸部
内外面ナデ 赤色粒子 良 10YR灰白 8/1

土   器 甕 ― ・ ― 。(80) 底部
内面ナデ
外面ハケ・指頭痕

長石・石英・ _T母・金雲母 良
内)5YR明赤褐 5/6
外)7 5YR黒 褐 3/2

土   器 脚高高
台
邦

― ・ ― 。(70) 底部 内外面ナデ 赤色粒子 良
内)10YR責橙 8/6
外)7 5YR橙 6/6

土   器 甕 か ― ・ ― 。(137) 底部
内面ナデ
外面・底部ヘラケズリ

密 良 鼎孔臀専辮 8Zl
灰和陶器 皿 ― ・ ― 。(60) 底部 灰釉 _‐母 良

土   器 高不 脚部
内面ナデ
外面ケズ リ

密 良 10YR灰白 8/2

須 恵 器 蓋 (160)・  ― ・ 一 日縁部 内外面ナデ 密 良 N灰 6/

須 恵 器 甕 胴部
内面青海波文
外面叩き

密 良 N灰 6/

須 恵 器 甕 胴都
内面青海波文
外面叩き

密 良 N灰 6/

須 恵 器 甕 不 明 外面叩き 密 艮 5Y 灰白 転用硯

須 恵 器 甕 (330)・  ― ・ ― 日縁部
～

体部
密 良 N灰 5/

須 恵 器 甕 (330)。  ― ・ ― 日縁部 密 良 N灰日 7/

陶   器 片日鉢 日縁部 施釉 密 良

瓦 軒九瓦 長石・赤色粒子 良 5YR 橙

瓦 九瓦

「こ
・_・ _ 表面ナデ

裏面布 目か
長石 艮 25Y責灰 4/1

瓦 丸瓦
厚さ .   .
21   -   ―

表面縄目
裏面布目

長石 良 25Y灰黄 7/2

瓦 丸瓦 二S・ _・ _ 表面ケズ リ・ ナデ
裏面布 目

長石 良 5Y灰 4/1

瓦 平瓦 星E・ _・ _ 表面布目・叩目
裏面縄目

長石・黒色粒子 良 25Y責 灰 6/1

瓦 平瓦
さ

４
厚
■

さ

６

厚

炎
中巨
27 2

布
縄
面
面
表
裏 長石 良 10YR灰 4/1 歪みあり
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構遺

24緑が丘一丁目遺跡 (第 4次 )

調査位 置  甲府 市緑 が丘二丁 目135-3、 4
調査 原 因 集合住 宅建 設
オ寸象面積  607.61� 2

調査面積  4m2
調査期 間  平成 7年 3月 22日 ～ 31日
調査担 当 兄玉好美

調査の概要

緑 が丘一 丁 目遺跡 はこれ までの発掘調査 の結果 、縄文 ～古墳時代 の土器 が 出土 し、東側

約 100m地 点 の緑 が丘一丁 目遺跡 (第 3次)の調査 で は、古墳時代 の土器 を伴 う土坑や溝 が
確認 されて い る。

調査 は 2× 2mの 試掘坑 を設定 し、約 lm掘 り下 げた。

遺構 は確 認 され なか った。基 本層序 は次の通 りで あ る。

I層 茶 褐 色 土 層 礫 を合 む。
H層  灰青褐 色土層 鉄分・ 水分 を合 み、粘性 が あ る。
Ⅲ層 褐 色 土 層 責色粒 子 を少量合 み、 しま りが あ る。
Ⅳ層  灰 褐 色 土 層  白色粒 子・鉄分 を合 み、 しま りが あ る。
V層  暗灰褐色 土層  しま りが あ る。
Ⅵ層  暗 褐 色 土 層  水分 を合 み、 しま りが あ る。
ⅥI層  暗茶褐 色土層 黄色粒 子・水分 を合 み、 しま りが あ る。

遺   物
古墳時代前期 ～後期の上師器片が数点出土 したが、小片のため図示で きなかった。

ま  と  め
今回の調査 において遺構 は確認 されなかったが、隣接地での遺構確認事例があるため、

今後の周辺調査 に期待 したい。 (鈴木 由香 )

東壁土層堆積状況
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写真 1
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桜 井 畑遺 跡

図版 1 桜 井 畑 遺 跡
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緑が丘二丁目遺跡 (第 2次 )

塚 腰 遺 跡

6
爾
驚蔭にににに堪鬱驚麟

騨
拗

7

図版 2 緑が丘二丁目遺跡 (第 2次 )、 塚腰遺跡
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本郷 C遺跡

緑が丘一丁目遺跡 (第 3次 )

緑が丘―丁目遺跡 (第 3次 )
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図版 3 本郷 C遺跡、



金 塚 西遺 跡

機斑撻笠麓雑尊雑‡奪‡|||||||||||||||||||||十 11111111111+               〔3

図版4 金 塚 西 遺 跡
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大坪遺跡 (第 5次 )(1)

12

図版 5 大坪遺跡 (第 5次 )(1)
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大坪遺跡 (第 5次)(2)

(39)

図版6 大坪遺跡 (第 5次)(2)
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大坪遺跡 (第 5次)(3)

緑がニニ丁目遺跡(第 3次 )

前 田遺 跡

図版7 大坪遺跡 (第 5次)(3),緑が丘二丁目遺跡 (第 3次 )、前田遺跡
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緑が丘二丁目遺跡 (第 4次 )

緑が丘二丁目遺跡 (第 5次 )

図版 8 緑が丘二丁目遺跡 (第 4次 )、 緑が丘二丁目遺跡 (第 5次 )
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緑が丘二丁目遺跡 (第 6次 )

図版 9 緑が丘二丁目遺跡 (第 6次 )
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加藤光泰の墓 (1)

加藤光泰の墓 (1)
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図版 10



加藤光泰の墓 (2)

緑が丘二丁目遺跡 (第 7次 )(1)

図版11 加藤光泰の墓 (2)、 緑が丘二丁目遺跡 (第 7次)(1)

`!ケ越

癖
繋
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緑が丘二丁目遺跡 (第 7次)(2)

12 緑が丘二丁目遺跡 (第 7次)(2)
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緑が丘二丁目遺跡 (第 7次)(3)

大坪遺跡 (第 7次)(1)

図版 13 緑が丘二丁目遺跡 (第 7次 )(3)、 大坪遺跡 (第 7次)(1)
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大坪遺跡 (第 7次)(2)

大坪遺跡 (第 7次)(2)
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図版 14



報 告 書 抄 録

ふ り が な こうぶしないいせき 2

童 名 甲府市内遺跡 H

副  書  名 平成 6年度試掘調査報告書

シ リー ズ 名 甲府市文化財調査報告

シリーズ番号

編 集 機 関 甲府市教育委員会

所  在  地 〒4008585山 梨県甲府市丸の内一丁目18-1 電話 055(223)7324

発 行 年 月 日 平成17年 3月 31日

番
　
号
所収遺掛名 所 在 地

コ ー ド
fIし荼幸 東経 調査期間 調査面積 調査原因

司す田丁本寸遺跡番号

1
きくらいばた

桜井畑遺跡
かゎだちょう

サI十日ヨロ丁495-2 19201

平成 6年 (1994)

5月 23日

6月 15日

26m2 個人住宅建設

2

メどり おか にちょうめ
緑が丘二丁目遺跡

(第 1 次 )

わ だ まち
和田町24311 19201

３

　

４

　

５

０
じ
　
　
つ
０
　
　
つ
０

6月 23日 6m2 宅地造成

3
緑が丘二丁目追跡

(第 2次 )

緑が丘二丁目791-2

他

19201 42

０
じ
　
　
つ
じ
　
　
И
■

6月 24日

6月 30日

25m2 集合住宅建設

4
あさ け

朝気遺跡 (第 9次 )
あさけ

朝気三丁目18 19201

つ
０
　
　
つ
υ

８

　

４

　

９

つ
０
　
　
つ
け
　
　
”
■

7月 5日

7月 8日

12m2 個人住宅建設

5
つかこし

塚腰遺跡
くだ ままち

国玉町899 19201 214

35°

38′

50〃

138°

36/

1〃

8月 25日

9月 28日

&40m2 市道建設

6
ほんどう

本JRLC遺跡
ぜんこうじ

善光寺一丁目19091 19201

35°

39′

34〃

138°

35′

37〃

9月 6日

9月 9日

12m2 集合住宅建設

7
緑が丘一丁目遺柳

(第 3次 )

などり おか
緑が丘二丁目1355 19201

138°

36′

56〃

9月 28日

10ゲ]12日

16m2 個人住宅建設



番
　
号
所収遺跡名 所 在 地

コ ー ド
】ヒ准革 東経 調査期間 調査面積 調査原因

百i口丁オ寸遺跡番号

8
かなづかにし

金塚西遺跡
ちづか

千塚三丁目2237他 19201

５

　

１

　

５

０
０
　
　
Ｘ
■

138°

32′

37〃

9月 13日

10テ]14日

80m2 公園建設

おおつぼ

大坪遺跡 (第 5次 )
よこねちょう

横根町608
19201

35°

39′

30〃

138°

36′

46〃

9月 30日

10月 12日

16m2 集合住宅建設

緑が丘二丁目遺跡

(第 3次 )

みどり おか
緑が E三二丁目893-1

他

19201

35°

40′

56〃

138°

33′

43〃

10ナ]18日

10月 24日

8m2 個人住宅建設

11 宮の脇A遺跡
ぜんこうじ

善光寺二丁目2739-1
19201

８

　

５

　

１

10月 19日 4m2
物置・

車庫建設

12
あさ け

朝気遺跡 (第 10次 )
あさげ

朝気三丁目71-1他 19201

138°

34/

40〃

11月 1日

11月 7日

12m2 宅地造成

まえだ

前田追跡
いけだ

池田二丁目2851他 19201
，
１

138°

32′

32″

11月 7日

11月 10日

8m2 個人住宅建設

緑が丘二丁目遺跡

(第 4次 )

わ だ まち
和田町709他 19201

138°

33′

44〃

11月 8日

11月 15日

20m2 宅地造成

15
きただ

北田遺跡
かわだちょう

川田町1143他 19201

138°

37′

25″

11ナ]11日

11ナ]14日

8m2 個人住宅建設

緑が丘二丁目追跡

(第 5次 )

みどり おか
緑が丘二丁目8971

他

19201 42

138°

33/

44″

11月 16日

11ナ]25日

12m2 宅地造成

緑が丘二丁目遺跡

(第 6次 )

わ だ まち
不日E日田丁728-1

19201 42

138°

33′

40〃

11月 21日

12月 8日

16m2 集合住宅建設

か とうみつやす  はか
加藤光泰の墓

ぜんこうじ

善光寺三丁目2678
19201

138°

35′

37″

11月 21日

12月 9日

lom2 墓域整備

緑が丘二丁目遺跡

(第 7次 )

みどり おか
緑が丘二丁目23931

他

19201

138°

33′

41〃

12月 6日

1月 10日

180m2 宅地造成



番

　
号
所収遺跡名 所 在 地

コ ー ド
「Iと湘争 東経 調査期間 調査面積 調査原因

司庁田丁本寸遺跡番号

20
あきけ

朝気遺跡 (第 11次 )
あさけ

朝気三丁目81-1 19201

つ
０
　
　
つ
０
　
　
刀
■

12月 12日

12ナ]16日

4m2 個人住宅建設

おおつぼ

大坪遺跡 (第 6次 )
よことちょう

刈驚刑風呂丁305 19201

35°

39′

27〃

138°

36′

44〃

12ナ]19日

12ナ]21日

3m2 個人住宅建設

22
あぶらだ

油田遺跡
よもぎきわ

蓬沢一丁目123-1他 19201 206

35°

38′

43〃

平成 7年 (1995)

2月 8日
9om2 個人住宅建設

23
おおつぱ

大坪遺跡 (第 7次 )
きくらいちょう

桜井町600他 19201

3月 13日

3月 27日

300m2
埋蔵文化財

確認

24
緑が丘一丁目遺跡

(第 4次 )

みど
' 
おか

緑が丘二丁目135-3

他

19201

3月 22日

3月 31日

4m2 集合住宅建設

甲府市文化財調査報告 29

甲 府 市 内 遺 跡 H
― 平成 6年度試掘調査報告書 一

平成17年 3月 31日

発 行 甲府市教育委員会
〒4008585山梨県甲府市丸の内一丁目18番 1号

TEL 055 (223)7324
FAX 055(226)4889

印 刷 い内田印刷所
〒4000032山梨県甲府市中央二丁目10香18号






